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「手工 芸 」と して の絞 り染 め布 生 産

インド染織品需要変化への生産者の対応

金 谷 美 和*

Tie-dyed Cloth Production as "Handicraft": Dyers' Adaptation 

       to Changes in Demand for Indian Textiles 

                     Miwa  Kanetani  *

本論 では,イ ン ド,グ ジ ャラー ト州 カ ッチ県 ブジの絞 り染め生産者 を対象 に

して,い わゆる 「伝 統的 な」染織品 の生 産者 たちが,グ ローバ ルな消費の拡大

や市場経 済の導入 などにどの ように対応 しているか,特 に変化の導入 の仲介 と

なった国家 との関係 におい て論 じる。 なかで も特 に,個 人 と国家 との 関わ りに

焦点 を当て.国 家 による経済的援助 とセ ッ トになった 「手工芸」や 「職 人」表

象 を,各 個 人が どの ように戦略的 に取 り込 んで活用 し,現 代的変化 に対応 して

いるかにつ いて明 らかに した。

   This study focuses on how traditional tie-dyers in Bhuj city, Kutch dis-

trict, Gujarat state, India are adapting to such current social changes as the 

global market economy. In particular, I focus on the relation between individ-
ual artisans and the nation. I make clear how artisans utilize the handicrafts 

promotion policy of central and state governments in their strategies for deal-
ing with the present situation, by arbitrarily selecting a manner of representa-

tion as "artisans" involved in a "handicraft".

*京都大学人文科学研究所

Key Words : Tie-dyeing, India, representation of handicrafts, handicrafts promotion policy, 

           nation
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1序 論

本 論 で は,イ ン ド西 部 グ ジ ャ ラ ー ト州 カ ッ チ 県 ブ ジ の絞 り染 め(バ ー ン ダ ニ ー,

bamdhani)生 産 を対 象 に して,い わ ゆ る 「伝 統 的 な」i)染織 品 の 産 地 が,グ ロー バ ル

な消 費 の拡 大,資 本 主 義 市 場 経 済 な どに どの よ うに対 応 して い る か,特 に変 化 の導

入 の仲 介 と な っ た 国家 との 関 係 に お い て 論 じる。 そ の 際 に,個 人 と 国家 との 関 わ り,

国家 に よる経 済 的援 助 とセ ッ トに な っ た 「手 工 芸 」 や 「職 人」 表 象 を各 個 人が どの よ

うに取 り込 ん で い る か に焦 点 を 当 て る。

カ ッチ(Kutch)県 は イ ン ド西 部 グ ジ ャ ラ ー ト(Gujarat)州 の 行 政 区(district)の 一 つ

で あ る。 カ ッチ 県 の全 人 口 は126万2,507人,首 都 ブ ジ(Bhuj)の 人 口 は121,009人

で あ る(DistrictCensusofGujaratl991:14,258-259)(図1)。

カ ッチ は,地 理 的 に も歴 史 的 に も,現 在 はパ キ ス タ ンに属 して い る ス ィ ン ドと関係

が深 か っ た。16世 紀 に ス ィ ン ド出 身 の ラー ジ プ ー トで あ る ジ ャ レ ジ ャ ー に よ っ て王

国 が 建 設 され た 。 カ ッチ の 住 民 の ほ とん ど もス ィ ン ドか ら移 住 した 由 来 を も っ て お

り,言 語 的,文 化 的,ま た染 織 品 に つ い て もス ィ ン ドとの近 親i生が 高 い。 本 論 で と り

あ げ る染 織 品 も,カ ッチ とス ィ ン ドで は多 くの共 通 性 が 見 られ る(Bilgrami1990)し,

染 色 に携 わ る コ ミュ ニ テ ィ も同 じで あ る(GazetteeroftheProvinceofSind1907)。

430



金谷 「手工芸」としての絞 り染め布 生産

図1カ ッチ地 図(筆 者作成)

ブ ジ は,1548年 に ジ ャ レジ ャ ー王 朝 の 初 代 の王 で あ る ラー オ ・ケ ン ガル ジ ー1世

(RaoKengarjiI)に よ っ て,カ ッチ の 首 都 と して 建 設 され た 王 城都 市 で あ る2)。16世 紀

か らム ガ ル朝 の 保 護 を うけ て い た が,19世 紀 初 頭 よ りイ ン ドを植 民 地 と して い た 大

英 帝 国 の 支 配 下 に は い り,1834年 に は 藩 王 の特 権 をみ とめ られ た 。1947年 に イ ン ド

とパ キ ス タ ンが 英 国 よ り独 立 した 時 に,カ ッチ は最 初 は ボ ンベ イ州 に,の ち に グ ジ ャ

ラ ー ト州 に編 入 され た。

カ ッチ は北 西 を湿 地 に 囲 ま れ,南 東 を ア ラ ビア 海 に面 して い るが,年 問 降雨 量340

mmと い う乾燥 気 候 の た め に ほ とん どの 時期 に は 干 上 が って お り,場 所 に よ っ て は 白

い塩 の 結 晶 の み られ る と ころ も あ る。 降 雨 が 少 な い た め,カ ッチ 県 の 全 土 の73%は

耕 作 に適 さな い 荒 れ 地 で あ る(Menon1998:3)。 また,カ ッチ は数 年 ご とに干 ばつ に

見 舞 わ れ る。 干 ばつ に加 え て,ネ ズ ミや イ ナ ゴな どの被 害 が 重 な っ て飢 謹 に な る こ と

も しば しば あ る(lmperialGazetteersoflndia1909:334)。 震 災 も多 く,記 録 に残 っ て い

る もの で,1819年(マ グニ チ ュ ー ド8.0),1956年(マ グ ニ チ ュ ー ド7.0),そ して筆

者 の調 査 後 に お こっ た2001年(マ グニ チ ュー ド6.9)が あ る。
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カ ッチ の手 工 芸 助 成 は,災 害 復 興 との 関 わ りが 大 きい。 カ ッチ の刺 繍 を始 め とす る

手 工 芸 が有 名 に な っ た の は,1970年 代 に起 こっ た干 ばつ 時 の救 済 の た め に政 府 が 視 察

を行 っ た こ とが きっ か け で あ っ た。 従 来 は 自家 用 で あ っ た刺 繍 の商 品化 を通 して,干

ば つ の影 響 を うけ た牧 畜 民 の生 活 復 興 を行 っ た の で あ る。

本 論 の対 象 で あ る ブ ジ の絞 り染 め業 者 た ち は,ム ス リム の カ トリー とい うカ ー ス ト

的 な集 団 に属 して い る。 カ トリー は ヒ ン ドゥー か らの改 宗 ム ス リム で,カ ー ス ト的 な

内婚 制 度 や 職 業 の世 襲 とい っ た ま とま りを も っ て い る。 カ トリー た ち は,「 染 色 カ ー

ス ト」 と して地 元 社 会 に お い て認 知 され,コ ミュ ニ テ ィの生 業 と して染 色 業 に携 わ っ

て きた 。20世 紀 中 頃 まで ロ ー カ ル な需 要 に合 っ た布 の 染 色 と同 時 に,イ ン ド洋 海 域

で 行 わ れ た 交 易 む け の 染 色 品 を 生 産 して い た3)。 カ ッチ 県 の カ ト リー は,絞 り染 め

(バー ン ダニ ー),木 版 捺 染,ろ うけ つ染 め な ど多 種 の技 術 に よる染 織 品生 産 に携 わ っ

て い る 。本 稿 で対 象 にす る絞 り染 め業 は,そ の な か で も最 も従 事 人 口 の多 い 産業 で あ

り,カ ッチ 全体 で 絞 り染 め に従事 す る 人 口 は,約5,000人 で あ る(OfficeoftheDevelop-

wentCommissionerforHandicrafts1997:14-19)o

カ ッチ在 住 の ム ス リム ・カ トリー の 人 口 は,1998年 現 在 で約8,000人 で あ る。 ブ ジ

に は393世 帯,約2,500人 の カ トリー が 居 住 して い る 。 つ ま り,カ トリー の う ち半 分

以 上 は,何 らか の形 で絞 り染 め生 産 に携 わ っ て い る とい う こ とが で きる。 ブ ジ に は絞

り染 め の 染 色 工 房 が 約40軒 あ る 。 最 も古 い工 房 は創 業 約100年 と言 わ れ る2つ の工

房 で あ る 。他 の工 房 は,最 初 の二 つ か ら分 か れ た か,あ る い は農 村 か らブ ジ に移 住 し

て きた もの で あ る 。

絞 り染 め の工 程 は,親 方,職 人,仲 介 者 の 分 業 で 成 り立 って い る。 そ の ほ とん どが カ

トリー に よっ て 占 め られ て お り,生 産 に携 わ る職 人 な どは親 族 や姻 族 関係 者 か ら リク

ル ー トされ て い る4)。 生 産 品 は,伝 統 的 に は婚 礼 用 の チ ュ ンダ リー と呼 ば れ る ヴ ェ ー

ル5),男 性 用 の ターバ ンな どで あ っ た。 イ ン ドは 染 織 品 の生 産 で有 名 で あ り,各 産 地

は い わ ゆ る伝 統 的 な染 織 品 の 生 産 を維 持 させ て い る。 そ の よ う な イ ン ド も,1990年

代 か ら顕 著 に な っ た経 済 自由化 の な か で,海 外 か らの消 費物 資 の導 入,膨 大 な 中 産 階

級 の誕 生 と と もに,グ ロ ーバ ル な消 費 経 済 に い や お うな く投 げ込 ま れ て い る。 そ の な

か で,絞 り染 め の生 産 も婚 礼 用 の ヴ ェ ー ル や ター バ ンか ら,サ リー や フ ァ ッシ ョ ン用

の服 生 地 な どに主 産 品が 移 行 して い る。

近 年 の布 の人 類 学 的研 究 で は,い わ ゆ る伝 統 的 な染 織 品 を市 場 経 済 や そ れ に伴 う需

要 の変 化 との 関係 で捉 え る視 点 が で て きて い る。 布 の 人類 学 的研 究 の先 駆 的 な もの に

は,シ ュ ナ イ ダー に よ る レ ビ ュ ー(Schneider1987)が あ るが,そ こで は従 来 の 布 の
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文様論 と象徴論的研究から,布 が社会をつなげる政治的媒体である点を明らかにする

研究へ,さ らには市場経済社会のなかでの布研究へ と視点が うつってきていることが

示 されている。

例えば,生 産過程についての研究では,生 産者のジェンダー役割に与えた影響(中

谷2000,2003),市 場経済の導入によって,伝 統的な染織業がそれを取 り込む形で新

しい生産形態 をうみだ している様態を明 らかにした もの(樫 永2000)な どがある。

生産物についての研究では,生 産物の消費範囲が拡大 していることによる生産物の変

化や,グ ローバルな消費形態の中で,ロ ーカルな産物が 「伝統」や文化の文脈で価値

を付与されていることを明 らかに した研究(関 本2000b),生 産物の地域社会でのい

わゆる伝統的な使用方法や象徴などの理解にとどまらず,よ り広範な消費形態,意 味

づけを明らかにしたもの(田 口2002)な どがある6J。

これら先行研究にみられる視点は,市 場経済の中で伝統的な染織品の産地を一貫 し

た主体 として想定 し,そ のように想定 された産地 というローカル社会が どのように変

化するかという視点で分析することへの批判である。

関本は,市 場経済 との接触によってどうローカルが変化するかではなくて,ロ ーカ

ルな主体がどう資本主義や市場経済 と 「折 り合いをつけるか」,「取 り込み消化する

か⊥ またそこにどのような 「もつれ合い」が生 じるかを問題 とすると述べている(関

本2000a:231)。 市場経済や消費のグローバル化 という変化への対応は,ロ ーカル,

「産地⊥ あるいはコミュニティといった均質な主体によってなされるのではなく,特

定の個人によってなされるものであり,そ の個人の働 きかけによって,そ の対応が他

の人々に共有 される点に注意を払わなければならない。

本論の論点は二つある。一つは,関 本の問題意識 と視点を共有 し,ブ ジを 「産地」

という均質な主体 として捉えるのではなく,特 定の個人に焦点を当てて,各 個人が ど

のような戦略で需要変化に対応 しているかを明らかにすることである。二つ 目は,国

家による手工芸振興政策 と 「手工芸」表象を,各 個人が どのように利用 し,あ るいは

利用 しないかを明らかにすることで,「手工芸」という領域を相対化することである。

カッチの政治的位置づけが,藩 王国からインド国家の一県に変わり,そ れに伴って

染織品の需要や販売地 も変化 したときに,新 たな商品の像を提示 したのがインド国家

による手工芸振興政策であった。

「手工芸(handicrafts)」 という概念は,英 国からの独立運動のなかで,民 族や国家

の象徴 として取 り上げられ,イ ンド独立後 も経済的,文 化的に手工芸の復興が国家に

よってなされた。布の生産者たちが,布 の需要の変化に対応 し新 しい商品を開発する
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うえ で,国 家 に よ る助 成 が 影 響 力 を もっ た。 独 立 後 の 過 程 は,国 家 に よ って 「手 工 芸 」

とい う概 念 や制 度 が 整 え られ て い っ た歴 史 で あ る とい え よ う。

近 代 国家 の成 立 過 程 に お い て,国 家 の制 度 の一 つ と して文 化 や伝 統 も成 立 して い く

とい う議論 はす で に重 ね られ て い る(ホ ブ ス ボ ウム1992)。 国 民 文 化 が 近 代 の装 置 の

一 部 と して成 立 した 事 例 研 究(Handlerl985;西 川1992;西 ノii
,松 宮 編1995;関 本,

船 曳編1994)や,ア ー トや 手 工 芸 が近 代 国 家 の 装 置 と して成 立 した事 例 研 究(Guha-

Thakhrta1992;佐 藤1996;金 谷1996),染 織 品 が 国家 の伝 統 とみ な され る事 例 研 究(関

本1995;小 泉2000)も 重 ね られ て い る 。 これ らの 議 論 で は,文 化 や伝 統 と して 取 り

上 げ られ る 「もの」 とそ の表 象 に焦 点 が あ て られ て きた。

さ らに,近 年 で は,そ の 「もの」 を制 作 して い る 人 々が,そ の表 象 を どの よ うに捉

え,折 り合 い をつ け,あ る い は 自己表 象 と して 内在 化 して い き,ま た利 用 して い くか

とい う議 論 に移 行 して い る(古 谷2001;濱 田1998,2002;MarcusandMyersl995)。

例 え ば,古 谷 は,マ ヤ 系 イ ンデ ィヘ ナ の 画 家 た ちが,絵 画 を販 売 す る場 に お い て,

「絵 画 」 を め ぐ る近 代 芸 術 の ヘ ゲ モ ニ ック な言 説 や イ ンデ ィヘ ナ文 化 をめ ぐる言 説 を

受 容 し,反 駁 し,あ る い は翻 訳 を しなが ら 「交 渉 」 して い る双 方 向 的 な プ ロ セ ス に注

目 して い る(古 谷2001:245-250)。 濱 田 は,九 州 の 小 石 原 と小 鹿 田 とい う二 つ の窯 業

の 産地 に お い て,民 芸 運 動 に よっ て与 え られ た イ メー ジ を客 体 化 し,自 己 イ メー ジ と

して取 り込 ん で い っ た過 程 を描 い て い る(濱 田1998:87-91,2002:444-450)。

二 つ の事 例 で は,個 人 と産地(古 谷 の事 例 で は,イ ンデ ィヘ ナ や マ ヤ とい う民 族 で

あ り,濱 田 の事 例 で は小 石 原,小 鹿 田 とい う地 域 社 会)の あ い だ に葛 藤 が あ る。 つ ま

り産地 や民 族 の 中 の一 員 と して制 作 す る こ とで得 られ る利 益 と,産 地 や民 族 に与 え ら

れ る表 象 と 自己表 象 のず れ で あ る。 そ のず れ を解 消 す る た め に,人 々 は 「交 渉 」 を行

うの で あ る。 両 者 の事 例 と も に,「 交 渉 」 を行 う特 定 の 個 人 に焦 点 をあ て て お り,濱

田 の 事 例 で は,特 定 の 個 人 が 交 渉 を行 っ て 表 象 を客 体 化 す る こ とで,そ れ が 媒 介 と

な っ て地 域 の他 の 人 々 も変 容 して い く過 程 が 描 か れ て い る。

古 谷 と濱 田 の研 究 で,画 家 や 陶工 が 外 部 か ら与 え られ た イ メ ー ジ に 反発 しなが ら も

排 除 で きな い の は,そ れ が 経 済 的 利 益 と表 裏 一 体 で 持 ち 込 ま れ る か ら で あ る。 イ ン

デ ィヘ ナ の画 家 た ちが,自 分 た ちが 正 統 な画 家 か ら排 除 され,観 光 画 家 と して消 費 さ

れ る こ と を受 け 入 れ ざる を得 な い の は,絵 が 売 れ な け れ ば生 活 で きな い こ とを 自覚 し

て い る か らで あ る 。

ブ ジ の染 色 業 者 の 事 例 で も,国 家 に よ る 「手 工 芸 」 表 象 は,経 済 的 に利 益 の あ る

様 々 な ス キ ー ム とセ ッ トに な っ て導 入 され た。 しか し,こ の事 例 が 古 谷 らの事 例 と異
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な る の は,染 色 業 者 た ち は,自 己表 象 と他 者 表 象 のず れ に悩 む こ とは な か っ た とい う

こ とで あ る。 そ れ は,自 分 た ち の生 産物 が,自 己 の生 業 に 関 わ っ て帰 属 す る地 域 や 民

族 の表 象 と して認 識 され て い な い とい う こ とで あ る。 ブ ジ の染 色 業 者 は,カ ー ス トを

同 じ く し,地 域 社 会 も共 有 す るが,「 わ れ わ れ 」,「わ れ わ れ の伝 統 染 色 品」 とい う言 説

や概 念 は共 有 して い な い。 手 工 芸 振 興 との 関 わ り も,産 地 全 体 と して対 応 す る とい う

よ り も,各 個 人が そ れ ぞ れ の方 法 で利 用 して きた。

まず,イ ン ドに お い て 「手 工 芸 」 とい う概 念 が どの よ うに形 成 され,そ れが 政 策 の

中 で どの よ うに具 体 化 して い っ た の か を 明 らか に し,次 に手 工 芸 政 策 を カ トリー た ち

が どの よ うに利 用 した の か概 観 す る。 さ らに,二 つ の事 例 を挙 げ て,そ れ ぞ れが 手 工

芸 振 興 や 「手 工 芸 」 表 象 を どの よ うに利 用 し,あ る い は利 用 しな い こ とで,ど の よ う

な戦 略 を もっ て生 産物 の需 要 の変 化 に対 応 して い る か を 明 らか にす る。

2手 工 芸 振 興 と 「手 工 芸 」 概 念

2.1「 手 工 芸 」 概 念 の 形 成

イ ン ドの 手 仕 事 に よ る 産 品 や 染 織 品 が 広 く ヨ ー ロ ッパ に お い て 注 目 を 集 め る よ

う に な っ た の は,1851年 の ロ ン ド ン大 博 覧 会 を始 め とす る博 覧 会 に お い て で あ る

(Desmond1982:75-76)o

イ ギ リス の ウ ィ リア ム ・モ リスや ア ー ツ ・ア ン ド ・ク ラ フッ 運 動 に影 響 を うけ た,

西 洋 近 代 文 明 に批 判 的 な これ ら知 識 人 た ち は,近 代 産 業 の弊 害 を乗 り越 え る た め の視

座 を与 え る オ ル タナ テ ィブ な可 能 性 を もつ もの と して,イ ン ドの 産 品 に注 目 した。 イ

ン ドの 産 品 は,「 産 業 美 術 」 と も呼 ばれ た が,な か で も アー ナ ン ダ ・ケ ンテ ィ ッシ ュ ・

ク ー マ ラ ス ワ ー ミー(AnandaKentishCoomaraswamy)7)に よっ て,artsandcraftsあ る

い はhandicraftsと い う言 葉 を用 い て 論 述 され,彼 の イ ン ド ・ク ラ フ ツ論 は,独 立 後 の

イ ン ドの行 政 に お い て大 きな影 響 力 を もっ て ゆ く よ うに な っ た(Coomaraswamy1989;

Greenough1995:232-234;Guha-Thakurta1992:146-184;Maskiell1999:373-374;Tarlo

1996:to-1z)o

も うひ と り,イ ン ドの手 工 芸 に大 きな影 響 を残 した の は,ガ ンデ ィー で あ る。 独 立

運 動 の 中 心 人 物 と な っ たM.K.ガ ン デ ィー(M.K.Gandhi)は 民 族 運 動 の 中で,ス ワ

デ ー シ ー運 動(国 産 品 奨 励 運 動)を 戦 略 的 に用 い て 成 功 す る。 ス ワデ ー シー 運 動 と は,

英 国 の経 済 的支 配 か ら脱 す る た め に,英 国製 の布 と服 を購 買 す る こ とを拒 否 し,イ ン

ド製 の布 を使 う こ とを 目指 した運 動 で あ る。 ス ワ デ ー シ ー運 動 は,経 済 的 な復 興 を め
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ざ した もの で あ っ た の み な らず,政 治 的 な抵 抗 で もあ っ た(Bayly1986)。

ガ ン デ ィー は植 民 地 支 配 に対 す る抵 抗 と 国民 統 一 の 手段 と して,服 装 の もつ 政 治

的,経 済 的意 味 に つ い て重 要 で あ る と感 じて い た た め,イ ン ド製 の布 を政 治 的 に有 効

で あ る と認 め,イ ン ド製 の手 紡 ぎ手 織 り布(カ ー デ ィー)は,独 立 運 動 の象 徴 と して

以 降 用 い ら れ る こ と に な っ た(ビ ー ンlgg5;コ ー ンlgg5:4gg-502;Tarlolgg6:62-

93)。 西 洋 文 化 に対 置 す る,あ る い は 西 洋 に優 越 す る イ ン ド独 自 の文 化 論 が 構 築 され

る 中 で,「 手 工 芸 」 は政 治 的,経 済 的,記 号 的 に重 要 な もの と して ガ ンデ ィー に よっ

て選 び取 られ て い っ た。

一 方 の クー マ ラ ス ワ ー ミー は
,イ ン ド製 の布 の復 興 に とっ て美 が もっ と も重 要 で あ

り,ス ワ デ ー シ ー運 動 は政 治 的手 段 で あ る以 上 に,宗 教 的芸 術 的理 念 で あ るべ きだ と

考 え た(Coomaraswamy1994;Tarlo1996:11)。 ク ー マ ラ ス ワ ー ミー は手 工 芸 と職 人 の

復 興 こそ 国民 文 化 の保 存 に つ なが る と考 え て い た の で,手 工 芸 品 の美 的価 値 や伝 統 を

軽 視 す る ス ワ デ ー シ ー運 動 か ら離 れ る こ と に な っ た(Lipsay1977:89;Guha-Thaurta

1992:163)0

2.2独 立 後 の イ ン ド国 家 に よ る 手 工 芸 振 興

イ ン ド独 立 後 に は,ガ ンデ ィー の継 承 者 で あ る 国民 会 議 派 の政 府 が 手 工 芸 政 策 を重

視 し た。 初 代 首 相 ジ ャ ワハ ル ラー ル ・ネ ル ー(JawaharlalNehlu,在 期1947-64),そ

の娘 で あ る イ ンデ ィ ラ ・ガ ンデ ィー(lndiraGandhi,首 相 在 期1966-77年,80-84年)

も,積 極 的 に 手 工 芸 を振 興 した 。 現 在 の イ ン ドの 手 工 芸 政 策 は,経 済 政 策 上 は ガ ン

デ ィー を継 承 し,美 的 な 関心 と職 人 を 国民 文 化 の担 い手 と して捉 え る点 で は ク ー マ ラ

ス ワ ー ミー を継 承 して い る とい う こ とが で きる。

ガ ン デ ィ ー を継 承 した小 規 模 産 業 の 復 興 は,1957年 に設 立 され た カ ー デ ィー と村

落 産業 委 員会(KadhiandVillagelndustriesCommission)と い う政 府 の組 織 に お い て行

わ れ,カ ー デ ィー は小 規 模 産 業 復 興 の代 名 詞 とな っ た(Surti1996:20-22)。 一 方,ク ー

マ ラ ス ワ ー ミー を継 承 した 「手 工 芸 」 の分 野 は,1952年 に 設 立 され たAllIndiaHandi-

craftsBoard(AIHB)に よっ て担 わ れ る よ うに な っ た の で あ る 。

ネ ル ー は,ガ ンデ ィー の理 念 を受 け継 い で,産 業 化 と同 時 に,手 工 芸 と手 織 産業 の

職 人 の 保 護 育 成 に力 を入 れ た8)。 ガ ン デ ィー の 記 憶 と結 び つ い た 簡 素 な カ ー デ ィー

は,イ ン ド人 の共 感 を呼 ぶ一 方,ネ ル ー は政 治 家 た ち に カ ー デ ィー で縫 製 され た服 を

着 る こ と を奨 励 した(Tarlo1996:94-128;Makskiell1999:374)。

1948年 に は,手 工 芸 の マ ー ケ テ ィ ン グ を確 保 す る た め に,ニ ュ ー ・デ リー の 目抜
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き通 りで あ る ジ ャ ンパ ト(Janpath)に 中央 家 内 産 業 エ ン ポ リ ウ ム(CentralCottage

Industryemporium)が,商 産 業 省(UnionMinistryofCommerceandIndustry)の も とに

つ く られ た。 しか し売 り上 げ は伸 びず,ネ ル ー は そ の経 営 を非 営 利 非 政 府 組 織 で あ る

イ ン ド協 同組 合(IndianCo-operativeUnion)に まかせ る こ とに した(Nat1997b)。

中 央 家 内 産 業 エ ンポ リ ウ ム の 経 営 の 中 心 に 当 た っ た の が,イ ン ド協 同組 合 の リー

ダー で あ っ た カマ ラデ ー ヴ ィ ー ・チ ャ ッ トパ デ ィヤ イー(KamaladeviChattopadyay)9)

で あ る。 彼 女 は,当 時1947年 の イ ン ド ・パ キ ス タ ン分 離 に よ っ て生 じた 大 量 の パ ン

ジ ャー ブ州 難 民 を救 済 す る プ ロ ジ ェ ク トを行 っ て い た。 難 民 女 性 た ち は,刺 繍 と編 み

物 の 技 術 を も っ て い た た め に,現 金 収 入 を得 る た め に そ の技 術 を生 か す 試 み を行 っ

た。 女 性 た ち は 団結 して,ロ ー ンを組 み,原 料 と設 備 を調 達 した。 カ マ ラ デ ー ヴ ィー

は,こ れ らの製 品 を売 る た め の小 さな店 を デ リー に設 け た。 カ マ ラ デ ー ヴ ィー の プ ロ

モ ー シ ョ ンは成 功 して,こ の小 さな店 は注 目を集 め た(Narashimhan1999:72)。

ネ ル ー は,こ の小 さな店 の成 功 を見 て,カ マ ラ デ ー ヴ ィー に 中央 家 内産 業 エ ンポ リ

ウム の経 営 を任 せ る こ と に した 。 そ れ は成 功 し,売 り上 げ は急 激 に伸 び たlo)。ネ ル ー

は エ ンポ リウ ム を 「デ リー の近 代 モ ニ ュ メ ン ト」 と呼 ん だ(Narasimhan1999:73)11)。

そ して,1952年 に全 イ ン ド手工 芸 評 議 会(AllIndiaHandicraftsBoard,通 称AIHB)

が 設 立 され た12)。カ マ ラデ ー ヴ ィー は そ の 議 長 に な り,1972年 まで そ の職 に い た13)。

カ マ ラ デ ー ヴ ィー は,ボ ラ ンテ ィア の女 性 た ち と と もに,手 工 芸 の調 査 の た め に全 国

を 回 り,次 々 と手 工 芸 を発 見 して い っ た。 そ して手 工 芸 を都 市 の消 費者 が 好 む よ うに

商 品化 した。 例 え ば手 織 や木 版 染 め の布 を ドレス に仕 立 て た り,ハ ンカ チサ イ ズ の布

を織 る産 地 に,サ リー を織 らせ た り した 。 こ の よ う に して カマ ラ デ ー ヴ ィー は,イ

ン ド各 地 の 手 工 芸 の 産 地 を 発 見 して い っ た。 カ マ ラデ ー ヴ ィー た ち が 発 見 して い っ

た手 工 芸 は膨 大 な数 に上 り,そ の 記 録 は 出版 され た(AllIndiaHandicraftsBoadn.d.;

Chattopadhyay1963,1975)o

AIHBは どの よ うな 仕 事 を して い た の だ ろ うか 。1955年 か ら1956年 に か け て の 年

度 報 告 書 に よ る と,手 工 芸 の 産 地 に指 導 セ ン タ ー が,ス ー ラ トな ど10箇 所 に設 置 さ

れ て い る。 他 の プ ロ ジ ェ ク トは,ボ ンベ イ な ど4箇 所 にデ ザ イ ン ・セ ン ター の 設 置14),

国 内外 で の展 覧 会 を11回 開催,第2回 経 済5力 年 計 画 に手 工 芸 を盛 り込 む た め に計

画 と リサ ー チ ・セ ク シ ョン を設 置 した な どで あ る(MinistryofProduction1956:49-59)。

1956年 に デ リー に 手 工 芸 博 物 館(CraftsMuseum)が 設 立 され,イ ン ド各 地 の 手 工

芸 品 と染 織 品 が 公 開 さ れ た 。1961年 に は 国 立 デ ザ イ ン研 究 所(NationalInstituteof

Design(通 称NID))が 産業 省(MinistryofIndustry)の も とに,グ ジ ャラ ー ト州 ア フ マ
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ダーバ ー ドに設 立 され た。 また1961年 に は,イ ン ド全 国 に お い て手 工 芸 調 査(Census

ofHandicrafts)が 行 われ た 。

また,州 単 位 の手 工 芸 評 議 会(StateHandicraftsCorporation)を 作 り,グ ジ ャラ ー ト

州 をは じめ と して各 州 の手 工 芸 物 産店(StateEmporium)を デ リー や他 の大 都 市 に作 っ

た 。 また,手 工 芸 マ ー ケ テ ィ ング とサ ー ビス拡 大 セ ン ター(HandicraftsMarketingand

ServiceExtensionCenter)を 全 国 に設 置 し,そ こを通 して行 政 が 各 地 に浸 透 す る よ うに

した 。 カ マ ラ デ ー ヴ ィー に 次 い で,手 工 芸 行 政 に大 きな影 響 力 を持 っ たの が,プ プル ・

ジ ャヤ カ ル(PupulJayakar)で あ る15)。1976年 に彼 女 はそ れ まで のAIHBを 手 工 芸 と手

織 の部 門 を分 け て,AIHBを 手 工 芸振 興 委 員 会(OfficeoftheDevelopmentCommissioner

forHandicrafts(DCH))と 手 織 振 興 委 員 会(OfficeoftheDevelopmentCommissionerfor

Handlooms(DCH))に 分 割 した16)。

2.3職 人 表 象

職 人(craftpersons)や,手 工 芸(handicrafts)と い う言 葉 が 一 般 に 流 通 す る よ うに

な っ た の は,こ の よ うな イ ン ド政 府 に よる手 工 芸 行 政 を通 して で あ る。 も と も とイ ン

ドで は,布 を織 る の は織 工,土 器 は土 器 作 り,と 世 襲 的 な職 人 カ ー ス トと結 びつ い た

制 作 者 が い て,村 人 や宮 廷 な どの パ トロ ンの た め に制 作 を行 っ てい た17)。そ れ ら個k

の イ ン ドの織 工 や土 器 作 りな どを 「職 入」 と して ひ と く く りに し,か つ 制 作 され た物

を 「手 工 芸 」 と呼 ん だ起 源 は,植 民 地 期 の イ ギ リス の行 政 官 た ち や知 識 人 に辿 る こ と

が で き る。 な か で も,A.K.ク ー マ ラ ス ワ ー ミー の 職 人 と手 工 芸 につ い て の 言 説 は,

現 在 で も国 家 に よ る 手 工 芸 振 興 の 言 説 と して生 き続 け て い る。 ク ー マ ラ ス ワ ー ミー

が,イ ン ドの手 工 芸 復 興 に与 え た影 響 は大 きい。

ク ー マ ラ ス ワ ー ミー は,イ ギ リス の 産業 主 義 を批 判 し,イ ン ドの職 人 た ち に よる生

産 の あ り方 を理 想 的 な もの と して捉 え て い た。 近 代 産業 の働 き方 を批 判 す る もの と し

て,職 人 の 働 き方 を よ り 「人 間 的 な 」 働 き方 で あ る とみ な した の で あ る(Coomara-

swamy1989:59-60)o

ク ー マ ラ ス ワ ー ミー の イ ン ド職 人論 は,イ ン ドの職 人が 社 会 的機 能 の重 要 な部 分 を

担 っ て い る こ と,イ ン ドの職 人 は ヴ ィシ ュ ヴ ァカ ル マ の息 子 た ち の子 孫 で あ り,職 人

の技 術 は創 造 神 に 由 来す る とい う2点 に要 約 され る。 ヴ ィシ ュ ヴ ァカ ル マ とは,創 造

神 で あ り,南 イ ン ドの鍛 冶 屋 な どの カ ー ス トは ヴ ィシ ュ ヴ ァカ ル マ の子 孫 で あ る とい

う伝 承 を もっ て い る。

イ ン ド職 人が 社 会 的機 能 の重 要 な部 分 を担 っ て い る とい う言 説 と,創 造 神 ヴ ィシ ュ
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ヴ ァ カ ル マ の 息 子 た ち の 子 孫 で あ り,職 人 の 技 術 は 創 造 神 に 由 来 す る とい う言 説

は,イ ン ド独 立 後 に手 工 芸 の行 政 に携 わ る人 々 に よっ て繰 り返 し用 い られ る こ とに な

る。 職 人 は ヴ ィ シ ュ ヴ ァ カ ル マ の 子 孫 で あ る とい う言 説 は 南 イ ン ドで 主 に 見 られ る

(Brouwer1995:14-15)。 ヴ ィ シ ュ ヴ ァ カ ル マ の 子 孫 は,鍛 冶 屋,木 工,陶 工,石 工,

金 銀 細 工 師 の み で あ り,染 織 や織 物 な どは言 及 され て い な い。

そ れ に も関 わ らず,染 織 職 人 や織 物 職 人 や他 の手 工 芸 に携 わ る職 人 た ち もヴ ィシ ュ

ヴ ァカ ル マ の子 孫 と して の正 統 性 を付 与 され る よ うな言 説 が,イ ン ド政 府 に よる手 工

芸 行 政 に お い て用 い られ て い る。 例 え ば,(AllIndiaHandicraftsBoardn.d.:1;Jainand

Aggarwala1989:11-12)の 記 述 な どが あ る。 また,優 れ た職 人 と織 工 に対 す る 国家 表 彰

(第4章 で後 述)の 記 念盾 に は,ヴ ィシ ュ ヴ ァ カル マ の 図像 が刻 印 され て い る(HHEC

1985:2;OfficeoftheDevelopmentCommissionerforHandicrafts1995a:9)0

3絞 り 染 め 需 要 と 生 産 の 変 化

3.119世 紀 末 か ら イ ン ド独 立 ま で

本 章 で は,絞 り染 め生 産 の変 化 につ い て 明 らか にす る。 絞 り染 め の最 も重 要 な用 途

は,チ ュ ン ダ リー と呼 ば れ る花 嫁 の婚 礼 用 の ヴ ェ ー ル で あ る。 カ ッチ で は あ らゆ る コ

ミュ ニ テ ィ,カ ー ス トの 女 性 が 結 婚 式 の 時 に絞 り染 め の ヴ ェ ー ル を着 用 す る。 カ ト

リー は,コ ミュ ニ テ ィや カ ー ス トに よっ て異 な る チ ュ ンダ リー を染 色 して きた。

そ れ と 同時 に カ トリー は,よ り遠 隔 地 向 け の染 色 も行 って きた。 カ ッチ は18世 紀

か ら20世 紀 初 頭 に か けて,イ ン ド洋 海域 に面 した オ マ ー ンや 東 ア フ リカ と活 発 な交

易 を行 っ て お り,カ ッチ の商 人 た ちが,移 住 した り,現 地 に支 店 を もっ て交 易 に従 事

して い た(富 永1994,2001)。 カ トリー た ち は,交 易 用 の染 色 品 も生 産 してい た。 カ

トリー の一 部 は,ボ ンベ イ や ジ ャー ム ナ ガ ル とい っ た カ ッチ外 に位 置 して い た大 きな

工 房 の職 人 を して い た。

そ こで 作 られ て い た の は,ル マ ー ル(写 真1)や ミス ル(写 真2)で あ る。 ルマ ー

ル とは,赤 と黒 色 の ハ ンカ チ で,サ ウ ジ ア ラ ビア に輸 出 され た とい う。 ミス ル とは三

角 形 の ス カ ー フで,ム ス リム の女 性 が 頭 に巻 い た とい う。 これ は カ ッチ で も着 用 され

た し,ソ マ リア に も輸 出 され た とい う。 ま た チ ャ ン ドロ カ ニ ー と呼 ば れ る カ トリー の

婚 礼 用 の ヴ ェー ル(写 真3)も 作 って い た。 こ れ は カ ッチ で も着 用 され たが,ソ マ リ

ア に も輸 出 した とい う。 絞 り染 め は,ア ラ ブ諸 国 の ム ス リム に も着 用 され たが,婚 礼

衣 装 は ア ラ ブ諸 国 や ア フ リカ に移 住 した カ ッチ の商 人 コ ミュ ニ テ ィに よっ て着 用 され
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た 。

イ ン ドが 英 国 よ り独 立 した 後,徐 々 に絞 り染 め の 需 要 の あ り方 が 変 化 して い っ た 。

婚 礼 用 の チ ュ ン ダ リー の 需 要 は 依 然 と して あ っ た が,交 易 用 の 染 色 品 の需 要 が な く

な っ て い っ た 。 そ して,そ れ に代 わ っ た のが,イ ン ド都 市 在 住 の 中 産 階級 向 け の染 色

品 で あ る。 こ の よ うな 需 要 の 開 発 を積 極 的 に 行 っ てい っ た の が,イ ン ド政 府 で あ る。

英 国 か らの独 立 運 動 の な か で,イ ン ドの手 織 布 や手 工 芸 品 は独 立 の象 徴 とな り,独 立

後 もナ シ ョナ リズ ム や経 済 復 興 と結 び つ き,手 工 芸 振 興 は,中 央 政 府 の全 イ ン ド手 工

芸 協 議 会 や州 政 府 に よっ て進 め られ て い っ た。

3.2絞 り染 め の 商 品 開 発

絞 り染 め の 商 品 開 発 を担 っ た の は,グ ジ ャ ラ ー ト州 政 府 手 工 芸 公 社(GujaratState

HandicraftsCorporationLtd.)で あ っ た。 グ ジ ャ ラ ー ト州 手 工 芸 公 社 は,1974年 に設 置

され,グ ル ジ ャ リー(Gurjari)と い う名前 の直 売 店 を もっ て い た 。

カ ッチ で の手 工 芸 振 興 の きっ か け は1970年 代 は じめ の 干 ばつ だ っ た 。 干 ばつ の被

災者 の救 援 の た め に,こ の地 方 の女 性 が 得 意 と して い る刺 繍 の商 品 を 開発,販 売 す る

こ とが そ の最 初 で あ っ た。 カ ッチ で の手 工 芸 振 興 の基 礎 を作 り,も っ と も功 績 の あ っ

た の は1974年 か ら1979年 まで グ ジ ャラ ー ト州 手 工 芸 公 社 の マ ネ ー ジ メ ン ト ・ダイ レ

ク ター を して い たB.B.バ ス ィー ンで あ る13)。

1976年 にイ ン ド政 府AAHBの 手 工 芸 マ ー ケ テ ィ ン グ&サ ー ビス セ ン タ ー(Handi-

craftsMarketing&ServiceExtensionCenter)が,1979年 に は グ ジ ャ ラ ー ト州 手 工 芸 公

社 の オ フ ィスが そ れ ぞ れ ブ ジ に 開設 され,イ ン ド政 府 とグ ジ ャラ ー ト州 政 府 に よるふ

た つ の機 関 は協 力 しなが ら,手 工 芸 行 政 をす す め て い く こ とに な っ た。 手 工 芸 振 興 政

策 の 中 で最 も重 視 され た の は,伝 統 的 な技 術 や デザ イ ンの保 存 で あ っ たが,そ の た め

に採 られ た方 法 は,職 人 の仕 事 に需 要 を作 り出す こ とで あ っ た。 従 来 職 人 た ちが 仕 事

を して い た ロ ー カ ル な 関係 に お い て は,彼 等 の仕 事 の需 要 は な くな りつ つ あ っ た。 そ

の よ うな状 況 の 中 で,手 工 芸 の文 化 的価 値 を 強調 す る こ とで,ロ ー カ ル以 外 の需 要 を

生 み 出 そ う と した の で あ る。

グ ジ ャラ ー ト州 手 工 芸 協 会 の仕 事 は,グ ジ ャラ ー ト州 各 地 に どの よ うな手 工 芸 が あ

り,そ れ らが 現 在 どの よ うな状 況 に あ る か を調 査 す る こ と,手 工 芸 を現 代 の市 場 に進

出 させ る た め に,デ ザ イ ナ ー な どの専 門家 の手 を借 りて ア ドヴ ァイ ス を行 っ た り,研

究 した りす る こ と,製 品 を優 先 的 に 買 い上 げ る こ と,直 売 店 に お い て販 売 す る こ とで

マ ー ケ ッ トを開拓 す る こ とな どで あ っ た。 デザ イ ンや色 の改 良 は,様 々 な プ ロ ジ ェ ク
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トが 組 ま れ,そ れ に は ア フ マ ダーバ ー ドに あ る 国立 デザ イ ン研 究 所(通 称NID)の 教

官 や学 生 が 参 加 して行 わ れ た。

絞 り染 め の 新 しい 商 品 は,伝 統 的 な 衣 装19)と デ ザ イ ンの 復 活,そ れ の ア レ ン ジ で

あ っ た。 ア レ ンジ とは,伝 統 的 な文 様 の組 み合 わせ を変 え た り,色 の コ ン ビネ ー シ ョ

ンを変 え る こ とで あ っ た。 ま た,伝 統 的 な絞 り布 は,絞 りが 細 か く手 間が か か っ て い

る た め に高 価 で あ っ た の で,絞 りを大 き く して廉 価 な商 品 を 開発 し,幅 広 い購 買 層 を

掘 り起 こ す こ と も行 っ た。 伝 統 的 な絞 り布 の 用 途 で あ っ た 結 婚 式 用 の チ ュ ン ダ リー

は,サ イ ズが 大 きい(2メ ー トル四 方)た め,当 時女 性 の 問 で一 般 的 に な っ て い た ドゥ

バ ッ ター と呼 ば れ る ス カ ー フ20)(2メ ー トル ×1メ ー トル)に 縮 小 した 。1978年 か ら

1980年 まで 絞 り染 め の 商 品 開 発 に携 わ った ジ ャ イ トリ ー は,絞 り染 め の 商 品 開 発 は

比 較 的易 し く,デ ザ イ ン指 導 もほ とん ど必 要 な か っ た と述 べ て い る。

3.3デ ザ イ ン の 見 本 帳 と博 物 館

伝 統 的 な デ ザ イ ン を応 用 して 商 品 に す る とい う方 法 の 背 景 に は,デ ザ イ ン を蒐 集

し,概 観 す る た め の見 本 帳 と博 物 館 とい う二 つ の装 置 が あ っ た。

グジ ャ ラ ー ト州 政 府 や 国 立 デ ザ イ ン研 究 所 か らや っ て きた デ ザ イ ナ ー た ち が まず,

染 色 職 人 た ち に させ た こ とは,伝 統 的 な文 様 の 見本 帳 を作 らせ る こ とで あ っ た。 見本

帳 は,異 な る文 様 が サ ンプ ル と して一 つ 一 つ 切 り取 られ,そ れが 並 置 され て本 の よ う

に綴 じて あ る。 サ ンプ ル に は番 号 が つ け られ,見 本 帳 を 見 て,番 号 を示 せ ば,サ ンプ

ル と同 じ文 様 を注 文 した り,サ ンプ ル 同士 を組 み合 わせ て新 しい デザ イ ンを作 っ た り

す る こ とが 可 能 に な っ て い る。 そ れ を も とに して,デ ザ イナ ー た ち は,文 様 の組 み合

わせ や色 を変 え て,あ らた な デザ イ ンの染 織 品 を職 人 た ち に注 文 した の で あ る。

博 物 館 は,見 本 帳 よ り規 模 の大 きい,誰 に で もア ク セ ス可 能 な デザ イ ン資 源 の集 積

で あ る。 ア フマ ダ ーバ ー ドに は,グ ジ ャラ ー トの染 織 品 と手 工 芸 品 を蒐 集 した シ ュ レ

ヤ ー ス 民 俗 博 物 館(ShreyasFolkMuseum,1974年 開館)と キ ャ リ コ博 物 館(Calico

Museum)が あ る 。 キ ャ リ コ博 物 館 は,ア フマ ダ ーバ ー ドの 財 閥 で あ る サ ラバ イ家 に

よっ て1982年 に作 られ た 博 物 館 で あ る。 そ こ は,グ ジ ャ ラー ト州 を 中 心 と した イ ン

ド染 織 品 の良 質 な コ レク シ ョ ンを持 っ て お り,染 織 品 を研 究 す る者 の 問 で は必 見 の場

所 と して 知 られ て い る 。 キ ャ リコ博 物 館 が1980年 に 出版 した研 究 書 に よ る と,こ の

博 物 館 に は,19世 紀 か ら1968年 にか け て作 られ た112点 の絞 り染 め が 収 蔵 され て い

る(Biihler,FisherandNabholz1980:102-132)。

また デ リー の 国 立 手 工 芸 博 物 館(CraftsMuseum)に は,グ ジ ャ ラ ー トの 絞 り染 め
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コ レク シ ョ ンが あ る(JainandAggarwala1989)。 そ こに は あ らゆ る文 様 の絞 り染 めが

あ り,デ ザ イ ナ ー な ど絞 り染 め に 関心 の あ る 人 に とっ て,「 伝 統 的 な 」 文 様 を 閲覧 す

る こ との で きる場 所 とな っ て い る。

物 を並 べ る とい う行 為 と,並 べ られ た物 を まな ざす とい う行 為 は,近 代 の博 物 館 と

い うシ ス テ ム に つ い てす で に論 じ られ て い る よ うに,並 べ られ た あ らゆ る物 を文 脈 か

らは ぎ取 り,等 しい価 値 を もっ た,い ず れ も代 替 可 能 な もの と して物 を扱 う とい う こ

とで あ る(金 谷1996)。 文 様 の 見 本 帳 に並 列 さ れ る こ とで,絞 り染 め の 文 様 は,近 代

的 な意 味 で の デ ザ イ ンに変 容 した の で あ る。 これ らは,カ トリー 自身が 閲覧 し,参 照

す る とい う よ り も,絞 り染 め を注 文 す る者 が,絞 り染 め の 「伝 統 的 な文 様 」 につ い て

学 習 し,そ れ を注 文 す る こ とに よっ て 「伝 統 」 を再 生 産す る装 置 に な っ て い る と もい

え る 。

3.4エ ス ニ ッ ク ・シ ッ ク:1980年 代

1980年 代 に は い る とそ れ に加 えて,イ ン ドの 手工 芸 や 染織 品 が,単 に雇 用 の確 保 と

い う経 済 的 な 要 因 や,伝 統 文 化 の 保 存 とい う要 因 で 振 興 の 対 象 に な る だ け で な く,

フ ァ ッシ ョ ン とい う文 脈 で消 費 者 の注 目を集 め る よ うに な っ て ゆ き,さ らに絞 り染 め

需 要 が拡 大 して い っ た。

イ ン ド独 立 当 時 は,手 工 芸 品 は まだ フ ァ ッシ ョナ ブ ル な もの で は な か っ た。 王 族 や

上 流 階 級 の 女 性 に とっ て,最 も洗 練 さ れ た ドレス と は フ ラ ンス 製 の 淡 い 色 合 い の シ

フ ォ ンや ジ ョー ゼ ッ トの サ リ ー で あ っ た 。 ガ ンデ ィ ー の影 響 を受 け た 人 々 の 中 に は,

イ ンデ ィラ ・ガ ンデ ィー の よ う手 織 布 のサ リー を着 る女 性 もい たが,ご く少 数 で あ っ

た 。現 在 再 評 価 の高 い縦 横 緋 パ トラ の よ うな美 しい織 物 で さえ,粗 野 で け ば け ば しい

と考 え られ て い た の で あ る(Kumar(Ritu)1998:16-18;Narasinha1999:76)。

80年 代 に は い る と イ ン ド国 内 に お い て,イ ン ドの 農 村 の ロ マ ン主 義 的 な再 発 見

(VillageIndia)が 起 こ り,伝 統 的 な手 工 芸 と衣 装 が 「エ ス ニ ッ ク ・シ ック」 とい う言

葉 と と もに,一 部 の都 市 在 住 中 産 階級 に フ ァ ッシ ョナ ブ ル な もの と して受 け入 れ られ

る よ うに な っ た 。RituKumarな どの 有 名 なデ ザ イ ナ ーが,伝 統 染 織 を もち い た ハ イ ・

フ ァ ッシ ョ ン をつ く りは じめ た(Tarlolgg8:284_317)。

同 時 に,国 内で の フ ァ ッシ ョ ンの 需 要 だ けで な く,海 外 で の 需 要 も模 索 され 始 め た 。

生 地 だ け を売 る よ り も,フ ァ ッシ ョ ン とい う付 加 価 値 をつ け る ほ うが よ り産業 と して

効 率 が よい た め に,ジ ャヤ カ ル に よ って 国 立 フ ァ ッ シ ョン技 術研 究 所(NationalInsti-

tuteofFashionTechnology,通 称NIFT)が1986年 に設 立 され21),国 家 に よっ て フ ァ ッ
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シ ョ ンを産 業 化 す る方 針 が と られ た。

欧 米 を始 め とす る グ ロ ー バ ル ・マ ー ケ ッ トに も イ ン ドの 手 工 芸 が 流 通 す る よ う に

な っ た22)。そ れ に は,イ ン デ ィ ラ ・ガ ンデ ィ ー の文 化外 交 が 大 きな 役 割 を果 た した 。

1980年 代 には イギ リス(1982年),ア メ リ カ(1985-86年),フ ラ ンス(1985-86年),日

本(1988年)に お い て,イ ン ド祭(FestivalofIndia)が 開催 され,イ ン ドの文 化 と産

品 を紹 介 した(HandicraftsandHandloomsExportsCorporationoflndiaLtd.1985;Festival

ofIndia1982a,1982b,1985;Greenough1995:241)o

例 え ば,日 本 で1988年 に 開催 され た イ ン ド祭 は,音 楽,演 劇,美 術 展 覧 会 な どの

盛 りだ く さん の 内容 が 含 まれ て お り,そ の 中 に は,日 本 民 芸 館 で 開 か れ た手 工 芸 品 の

展 覧会 や,イ ン ドの染 織 品 を用 い て森 英 恵 が デザ イ ン した フ ァ ッシ ョ ンシ ョーが 含 ま

れ て い た(日 本 民 芸 館1988;イ ン ド祭 日本 実 行 委 員会1988)。

イ ギ リ ス とア メ リカ の イ ン ド祭 で は,TheMasterWeavers(VisvaKarmaI)展 が 開

か れ た。 この展 覧 会 で は,現 在 制 作 可 能 な染 織 品 の技 術 の最 高 峰 を展 示 す る とい う 目

的 の も とに,イ ン ド中 の職 人 に作 らせ た染 織 品が 集 め られ た(Festivaloflndia1982b)。

カ ッチ の 絞 り染 め 生 産者 か ら は,1985年 に ナ シ ョナ ル ・ア ワ ー ドを受 賞 した ア ミナ

ベ ン ・イス マ イル ・カ トリーが ア メ リカ で行 わ れ た イ ン ド祭 に参 加 した。 そ れ らの展

覧会 は,染 織 関係 者 や フ ァ ッシ ョ ン関係 者 の注 目を浴 び た。

国 内外 の ハ イ ・フ ァ ッシ ョ ンに影 響 され,イ ン ドの 中 産 階級 の女 性 た ち もエ ス ニ ッ

ク ・シ ック を好 み始 め た。 グ ジ ャラ ー トの女 性 に とっ て,絞 り染 め は結 婚 式 に欠 かせ

な い吉 祥 の意 味 を もつ衣 服 で あ るた め に23),フ ァ ッシ ョン着 と して も好 ま れ た。 布 全

体 に細 か な絞 りの施 され た高 価 なサ リー だ け で な く,簡 素 で大 きな絞 りの施 され た よ

り安 価 な ス ル ワ ー ル ・カ ミー ズ やサ リー とい う商 品が 開発 され,絞 り染 め需 要 を拡 大

させ た の で あ る24)。

3.5マ ー ケ テ ィ ン グ と デ ザ イ ン の 時 代:1990年 代 以 降

手 工 芸 品 の需 要 が 拡 大 す る につ れ て,マ ー ケ テ ィ ング とデザ イ ン とい う問題 は ます

ます 重 要 に な っ て い っ た。 イ ン ドの手 工 芸 振 興 は,販 売 の場 の確 保 と消 費 者 の 開拓 に

つ い て は,一 応 の成 功 を収 め た と言 え る で あ ろ う。 首 都 デ リー は政 府 直 営 や州 政 府 経

営 の手 工 芸 品店 が建 ち並 び,「 首 都 に ひ しめ きあ う手 工 芸 」(Greenoughl995:220)の

様 相 を呈 して い る。

そ の上 で さ らに,手 工 芸 の作 り手 が,直 接 消 費者 に デ モ ンス トレー シ ョン した り,販

売 した りす る とい う関 わ りの 中 で,作 り手 が マ ー ケ テ ィ ン グを実 践 の な か で学 ぶ こ と
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の で きる場 が 設 け られ る よ うに な っ た。 そ れ は,イ ン ド各地 に お い て定 期 的 に 開催 さ

れ る手 工 芸 祭(craftsmela)や 常 設 の手 工 芸 祭 会 場 で あ る デ ィ ッ リ ー ・ハ ー ト(Dilli

Haatヒ ンデ ィ ー語 で デ リー 定 期 市)25),国 立 手 工 芸 博 物 館 に も うけ られ た デ モ ンス ト

レー シ ョ ンの コ ーナ ー で あ る。 国立 手 工 芸 博 物 館 で は毎 月50人 の 招待 され た 職 人 が,

デ モ ンス トレー シ ョ ン を行 っ て い る(Jainl996)。

また,デ ザ イ ン に 関 して も,手 工 芸 行 政 の トッ プで あ る手 工 芸 開 発 長 官(Develop-

mentCommissioner(Handicrfats))のR.K.Mathurは,今 後 の 手 工 芸 行 政 の 計 画 の う

ち最 も重 要 な 案 件 と して デ ザ イ ン を挙 げ,す で に全 国 に 設 置 され た デザ イ ン ・セ ン

ター に コ ン ピュ ー ター を使 っ た新 しい デザ イ ン設 備 を整 え て い く計 画 につ い て述 べ て

い る(Natl997a)。

4手 工 芸 振 興 の 利 用

この よ う に,絞 り染 め の 新 しい 商 品 開発 に は,政 府 の手 工 芸 振 興 が 関 わ っ て い た 。

政 府 は,手 工 芸 従 事 者 が 利 用 で きる助 成 や事 業 を提 供 したが,そ れ を どの よ うに利 用

す る か は個 々人 に選 択 の 自由が あ っ た。 カ トリー た ち は行 政 に よる助 成 な どを どの よ

うに利 用 し,新 しい状 況 に対 応 して い っ た の で あ ろ うか。

まず,カ トリーが 利 用 した手 工 芸 振 興 の助 成 や事 業 につ い て概 観 す る。 グジ ャラ ー

ト州 に お い て 手 工 芸 開発 長 オ フ ィ ス に登 録 して い る手 工 芸 従 事 者 数 の統 計(1997年)

(表1)の な か で,絞 り染 め従 事 者 は6,053人 で,登 録 者 数 は ウ ー ル カ ーペ ッ ト,刺 繍

とパ ッチ ワー ク に次 い で3番 目に 多 い 。 イ ン ド政 府 に よ る手 工 芸 振 興 事 業(表2)の

な か で,最 も利 用 度 の 高 か っ た手 工 芸 祭 へ の 参 加,資 金助 成,「 ナ シ ョナ ル ・ア ワ ー

ド」,ト レー ニ ン グ コー ス の講 師 につ い て,カ トリー の 利 用 度 を示 した の が,(表3)

で あ る 。

な か で も,カ トリー た ち に メ リ ッ トが あ る とみ な さ れ て い た もの は,優 れ た 職 人

(mastercraftpersons)と 糸哉工(weavers)の ため の 国家 に よ る授 与(NationalAwardfor

CraftspersonandWeaver),い わ ゆ る 「ナ シ ョナ ル ・ア ワ ー ド」 で あ る。 この 制 度 は,

まず ク ラ フ トパ ー ソ ン の た め の もの が1965年 に は じ ま り,1987年 か ら は織 工 の た め

の もの も始 まっ た 。全 国 か ら州 単 位 で 公募 され た職 人 の うち か ら選 定 され,現 在 で は

毎 年40人 の マ ス ター ・ク ラ フ トパ ー ソ ン と30人 の 国 家 報 奨(NationalMeritCertifi-

cate)が 報 奨 され る 。 マ ス タ ー ・ク ラ フ トパ ー ソ ン は,25,000ル ピー の 賞 金 と賞 状 と

盾 が も ら え,ナ シ ョナ ル ・メ リ ッ ト ・サ ー テ ィ フ ィケ ー トは賞 金5,000ル ピ ーが も ら
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表1手 工芸従事者 の統計

番号 手工芸の種類 団体の数 職人数 生産高

1 アジュラク捺染 80 383 233.3

2 手織り 228 1,843 378.35

3 刺繍 とパ ッチワーク 171 8,654 375.33

4 絞 り染 め 87 6,053 465.93

5 皮革刺繍 74 390 71.3

6 バ テ ィック染色 23 149 51.5

7 カラムカ リ染色 15 72 18.3

8 パ トラ織 り(ダ ブ ル ・イ カ ッ ト) 20 285 74.1

9 マシュル織 り 6 345 13.5

10 ス ジャニ織 り 7 43 18.1

11 プ ロ ケ ー ド織 り 2 9 3

12 デ ィス チャージ染色 3 10 3.5

13 ウール絞 り染 め 6 43 17.5

14 布の装飾 5 9 2.6

15 ロ ー ガ ン 6 10 2.5

16 アガテビーズ宝飾 32 655 104

17 ビーズ細工 25 1,166 42.3

18 ラ ッカ ー ウ ェ ア 41 156 91.25

19 木工お もちゃ 2 14 9

20 象眼細工 9 35 11.5

21 木工 22 41 ..

22 木工パ トラ細工 19 108 34.65

23 木版捺染用木型 9 26 20

24 人形 と布 のお もちゃ 11 50 5.5

25 テラコ ッタ と黒色土器 17 52 6.55

26 銅 コーティ ングの鉄製ベ ル 15 32 4.75

27 アル ミ彫金 3 :1 28

28 真鍮細工 10 27 24.75

29 ペ ンナ イ フ とナ ッツ ク ラ ッカ ー 28 68 ・

30 銀細工 10 45 50.1

31 石彫 20 101 29.05

32 パ ピエ マ シ ェ とプ ラス タ ー 11 36 7.45

33 ガルチ ョラ制作 6 22 6.35

34 木綿の人形 11 35 1.72

35 ガラスのお もちゃ 1 3 0.3

36 サ トウキ ビと竹細工 19 1,164 1:

37 凧 3 58 7.5

38 民画 3 9 1.7

39 土壁絵画 1 1 1

40 ウールの敷物 3 3 13

41 ウ ー ル の カ ーペ ッ ト 22 16,743 481.92

42 貝殻細工 10 14 4.85

43 羽根細工の壁掛け 1 10 3

合 計 1,097 39,302 2,745.51

出 典:HandicraftsDirectoryofGujarat,Govemmentoflndia,MinistryofTextile:Officeofthe

DevelopmentCommissioner(Handicrafts),1997に よ り 筆 者 作 成(生 産 高 の 単 位 は10万 ル

ピ ー,1ル ピ ー=約3円,1998年 当 時)
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表2イ ンド政府 による手工芸振興事業

分類 内容

トレー ニ ング ス キ ー ムA

ス キ ー ムB(カ ー ペ ッ ト)

ス キ ー ムC(徒 弟 制 トレー ニ ング)

NCUIを 通 した手工芸組合のための メンバー教育 プロ グラム

トレー ナ ー とマ ス タ ー ・ク ラ フ トマ ンの トレー ニ ン グ

デザ イ ン デザ イ ンと技術 の発展援助

中央,州 手工芸組合 のデザ イ ン発展 プロジェク ト

展覧会 展覧会
マ ー ケ テ ィ ング 生 産促進 プログラム

マ ー ケ テ ィ ング ・ワ ー ク シ ョ ップ ・プ ロ グ ラ ム(国,州,地 方)

国家,州 レベ ルの手工芸祭 り

ク ラ フ ト ・マ ー ケ ッ ト

国,小 規模手工芸エ キスポ

マーケテ ィング発展援助下 にある手工芸 マーケ ッ ト,バ イヤ ーとセ

ラーの会 合 を組織 化す る,あ るいは手工芸 祭 りに参加す るため の資

金援助

都市 のHaat(定 期市)設 置

マーケティ ング援助 エ ンポ リウム,販 売 店の新規 リニューアルオープ ンの資金援助

州手工芸組合,組 織 との共 同

手工芸サ ー ビスセンターの設備

輸出 海外 でのマーケ ッ ト研究

イ ン ドの デザ イ ナ ー,マ ス ター ・ク ラフ トマ ン をUSA,UK,日 本,

アジア諸 国に送 る

手工芸振興 のため にマ ーケ テ ィング,デ ザ イン,技 術 コンサ ルタ ン

トを海外 か ら招待す る

輸出促進活動のもとに州手工芸組合や専門家に資金援助

輸出促進のための広報
バ イヤー とセラーの会合 のための輸 出促進評議会 に資金援助

海外 や国内での輸 出促進 のワークシ ョップや セ ミナーを組織

教育 を受 けた職人のため にビジネス起業 と輸 出経営の短期 トレー二

ング ・プ ロ グ ラム と,手 工 芸 梱 包 の デ モ ンス トレー シ ョン と ト レー

ニ ング

イ ン ドの手織 りカーペ ッ ト産業 における子供 の労働 者撲滅のた めの

強制組織 福祉

広報 広報(国 内,海 外)

P&R 手工芸 セクターの調査研究

衰退 しつつ ある手工芸復興 のためのプログラム

福利 手工芸職 人のための工房兼家屋 と工房

手工芸従事者 のためのグループ保 険

手工芸職人のための健康保険

貧 困状況 にあるマ スター ・クラフ トマ ンへ の財政援助

マスター ・クラフ トマ ンの国家認定(人 間国宝)

特に優れた組織に対する国家認定

OfficeoftheDevelopmentCommissioner(Handicrafts),CompendiumofHandicraftSchemes,1998よ り

筆 者 が 作 成
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表3各 工房 の手工芸振興 の利用

番号 手工芸祭 資金 ア ワ ー ド 講師 年商(ル ピー) 職人数

1 0 O X X 2,700,000 560

2 0 X 0 X 100,000 10

3 0 X O O 500,000 105

4 0 O X X 500,000 150

5 0 0 X X

6 X X X X 30,000 100

7 0 0 X X 10,000 15

8 500,000 153

9 X X X X 240,000 50

10 X X X X 360,000 50

11 0 X X X 100

12 0 X O O 100,000 15

13 0 0 0 300,000 26

14 0 O X 600,000 135

15 X X X X 84,000 5

16 0 X X X 1,200,000 250

17 0 O X O 1,500,000 350

18 X O X 700,000 105

19 X X X X 300,000 53

20 X X X X :11111 152

21 X X X X 250,000 zoo

22 0 X X X 500,000 50

23 X X X X 500,000 150

筆者作成1998年(1ル ピー 一約3円)

え る(1ル ピ ー=約3円,1998年 当 時)(OfficeoftheDevelopmentCommissionerfor

Handicraftsl995:7)。 そ の ほ か,報 奨 者 は,海 外 を含 め た 各 種 の 手 工 芸 祭 へ の招 待,

年 金 の 特 典 が あ る ほ か,手 工 芸 の 技 術 訓 練 ク ラ ス 事 業 を利 用 す る こ とが で き る。 ま

た,受 賞 者 の名 は公 開 され る た め,手 工 芸 品 に 関心 の あ る商 人 か らの仕 事 の依 頼 を う

け やす くな る。

これ まで の絞 り染 め 関 係 の ナ シ ョナ ル ・ア ワ ー ド受 賞 者 は,1973年 以 来,1999年

ま で に10人 で,国 家 技術 認 定 者 は4人 で あ る(OfficeoftheDevelopmentCommissoner

forHandicrafts1995)(表4)。 国 家 認 定 を受 け た カ トリー の 中 に は,技 術 訓 練 ク ラ ス

で絞 りの職 人 を育 成 し,そ の職 人 を下 請 け に使 い,国 か ら融 資 を受 け て絞 り染 め の仕

事 を拡 大 し,経 済 的 に成 功 す る 者 もい た。 例 え ば,モ ハ マ ド(表3の 番 号13)は,

も と は 絞 りの 職 人 で あ り,ジ ャ ー ム ナ ガ ル で25年 仕 事 を して い た が,1988年 に ナ

シ ョナ ル ・ア ワ ー ドを受 賞 した。 これ を きっか け に手 工 芸 マ ー ケ テ ィ ング&サ ー ビス
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表4ア ワ ー ド受 賞 者 一 覧

NationalAward

年 名前

1973 KhatriDaudAbdulla

1976 Hazarabaic/oDaudAbdulla

1976 Sakinabaic/oDaudAbdulla

1981 DaudJusabKhatri

1985 AminabenIsmailKhatri

1987 KhatriJakariyaUmar

... MohamadAlimohamadKhatri

1991 KhatriAbdulSakurOsman

1992 KhatriHasanAboobakar

1993 FatmabaiKhatri

NationalMeritCertificate

年 名前

1972 AramRahimKhatri

1978 HurubaiHarunKhatri

1982 JakariyaUmarKhatri

1995 NurbanuMohamadKhatri

OfficeoftheDevelopmentCommissioner

forHandicrafts1995a,b,1996を 参 照 し て

筆 者 作 成

センターの出資でパーラー村に開講 された絞

り技術の トレーニングコースの講師にな り,

十数人の女性たちに絞 りの技術を教えた。そ

の生徒たちを職人 として雇 うことで,モ ハマ

ドは親方 として独立 した。つまり,モ ハマ ド

は手工芸助成を活用することで,親 方への地

位上昇 をはかることができたのである。

(表3)が 示す ように,多 かれ少 なかれほ

ぼすべての工房が,何 らかの形で政府の助成

を利用 している。しかし,政 府の手工芸助成

を利用 しているだけでは,変 化に対応できる

とは限らない。手工芸助成 を利用 しても,そ

れが生業に有効に活かせるかどうかは,そ れ

ぞれの個人の戦略や持っている資源などに

よって異なる。そ して個 々の工房の戦略や

持っている資源は,千 差万別である。

次章からは,そ れぞれの工房が,政 府の助

成などを利用するだけでなく,政 府の助成を

有効 に利用するために,ど のような戦略で現代的な変化に対応 しているかをみたい。

ここではN工 房の例 と,ア リモハマ ドの例をとりあげる。両者 とも,調 査時点で,

カ トリーたちから成功 した工房 とみなされている。両者 とも政府の助成を利用 してお

り,そ こから利益 を得ているが,生 産の戦略は対照的である。なかでも,国 家による

「手工芸」表象や 「職人」表象の捉え方は対照的である。

5N工 房 の 例

5.1N工 房 の来歴

N工 房は,行 政による援助 を積極的に活用 した事例であり,(表3)の 番号1に あた

る。工房を拡大するときに政府の資金援助を利用 し,ま た手工芸祭には年に一度は参

加 している。ナショナル ・アワー ドは得ていないが,ア ワー ドを受賞 した友人と共同

でセールを行ったりして,ア ワー ドのメリットを活用 している。ブジで経済的にも成

功 した工房の一つに数えられている。
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N工 房 は,50才 の ア ブ ドゥ ラー と40才 の バ ル ー ン とい う二 人 の 親 方 が,1985年 に

創 業 した比 較 的新 しい工 房 で あ る 。N工 房 は,親 族,姻 族 関係 に依 拠 した仕 事 の ネ ッ

トワ ー ク を持 っ て い る。 二 人 は互 い の姉 妹 を そ れ ぞ れ の妻 に持 つ,姉 妹 交 換 婚 を行 っ

た者 同士 で あ る。 二 人 と もカ ッチ 西 部 の ア ブ ラ ー サ ー地 方 の 村 出 身 で,父 や 祖 父 が

ジ ャー ム ナ ガ ル や ボ ンベ イ の絞 り染 め工 房 の職 人 や仲 介 者 の仕 事 を して い た。 本 人 た

ち は,幼 い 頃 は経 済 的 に苦 労 した。

二 人 は,ブ ジ の ダ ン ダ ・バ ザ ー ル に1985年 に小 売 店 をた ち あ げ,絞 り染 め 需 要 の

拡 大 と と も に仕 事 を大 き く して い っ た 。 この1985年 とい う時 期 は,ち ょ う ど絞 り染

め の 需 要 が 拡 大 した 頃 で あ っ た。 イ ン ドの ハ イ ・フ ァ ッシ ョ ン界 で 「エ ス ニ ッ ク ・

シ ック」 とい う言 葉 が 用 い られ は じめ,イ ンデ ィラ ・ガ ンデ ィー 首相 の 肝 い りの も と,

欧米 諸 国 で 「イ ン ド祭 」 が 開催 され,イ ン ド国 内外 で イ ン ドの伝 統 的染 織 品が,新 し

い価 値 を持 っ て 見直 され た 時期 で あ っ た。 カ ッチ の絞 り染 め従 事 者 の な か か らナ シ ョ

ナ ル ・ア ワ ー ドを 輩 出 し た の も,こ の 時 期 で あ っ た 。1980年 代 の 後 半 に は3人,

1990年 代 の前 半 に は3人 の絞 り染 め の ナ シ ョナ ル ・ア ワ ー ド受 賞 者 が 出 て い る。 受

賞 者 の一 人 は,イ ン ド祭 に参 加 す る た め に ア メ リカ に行 っ て い る。 絞 り染 めが イ ン ド

の伝 統 染 織 品 と して イ ン ド都 市 部 や海 外 で認 知 され,絞 り染 め の需 要 が 拡 大 した時 期

を背 景 に,そ の追 い風 を受 け る よ うに してN工 房 は発 展 した の で あ る。

最 初 は借 家 に住 ん で い た 親 方 ふ た りだ が,ハ ル ー ンの ほ う は1992年 に借 家 を 買 い

取 り,部 屋 を ひ とつ づ つ 増 築 してい っ た。 同 じ頃,ア ブ ドゥ ラー も一 軒 家 を買 い 取 り,

そ れ まで ハ ル ー ンの 家 の土 間 に お い て い た染 色 工 房 をそ ち らに移 した 。1993年 に は,

二 人 は小 売 業 か ら卸 売 りに転 進 し,ダ ンダ ・バザ ー ル の店 を引 き払 っ て,ハ ル ー ンの

住 居 に事 務 所 を増 築 した 。 ア ブ ドゥ ラー は ジ ー プ を購 入 した 。N工 房 は順 調 に発 展 し

て い っ た。

1998年 当 時 のN工 房 の 製 品 は,婚 礼 用 の 木綿 地 の サ リー(卸 価 格 は5,000か ら8,000

ル ピー),フ ァ ッシ ョン用 の 絹 と木 綿 地 の サ リー(卸 価 格 が500ル ピ ー か ら8,000ル

ピー)や ドゥバ ッ タ ー(卸 価 格 が200ル ピー か ら1,000ル ピー)で あ った 。 この 価 格

帯 は,絞 り染 め製 品 の 中 で は 中級 か ら高 級 ク ラ ス で あ り,購 買 者 は地 元 の裕 福 な商 人

層 や ア フ マ ダ ー バ ー ドの 中 産 階 級 で あ っ た 。 家 族15人 を養 う この 工 房 の 月収 入 は,

約2万 ル ピー で あ っ た26)。

5.2N工 房 の 戦 略

N工 房 で 作 っ て い た価 格 帯 の 商 品 は,手 が け る工 房 が 多 く,競 争 の 激 しい 商 品 で
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あった。従ってN工 房では,他 の工房の商品と差異化を計 り,消 費者の購買欲に訴

えるために,新 しい商品を作ることを試みていた。一つはデザ インであり,も う一つ

は色である。

この工房では,伝 統的な文様を用いて,そ れを従来にない組み合わせで用いること

で,新 しいデザインの絞 り染めを作ろうとしていた。第3章 で論 じたように,1970

年代頃より,各 地の伝統的な染織品が博物館に収集 されていた。 また,カ ッチでも国

立デザイン研究所などが伝統的な染織品の文様をデザイン資源 として重要視 し,調 査

を行ったり収集 したりしていた。そのような伝統的な文様やデザインに対する関心の

中で,N工 房が得意 とする絞 りの数の多い繊細な文様は,商 品価値を持ったのである。

N工 房で用いている文様は,ヒ ンドゥー教徒やムスリムの商人コミュニティの伝統

的な絞 り染めのヴェールに用いられていたものであった27)。親方たちが,商 人コミュ

ニティのデザインに精通 していたのは,祖 父や父親たちが生産に携わっていたもので

あるからである。

また従来は,文 様は生地に直接描かれていたが,下 絵用紙にデザ インを描 くという

方法が採 られるようになり,近 代的なデザイン制作が,道 具の変化を通 して導入 され

るようになった。紙に下絵を描 くという方法は,様 々な文様のアレンジを可能にし

た。伝統的な文様の組み合わせを変化 させることで,デ ザインのヴァリエーションは

多様になる。従来組み合わせることのなかった文様同士を組み合わせたり,文 様の上

下左右の向きを変えたりもする。例えば,従 来は正方形のオダニーと呼ばれる布に配

置 されていた文様 を,長 方形であるサ リーに合わせるために文様の配置を変えること

が行われた。(写真4)は,チ ャンドロカニーと呼ばれる文様のアレンジの例である。

さらに,型 紙にデザインを作るという方法は,同 じデザインを量産するということも

可能にしたのである。

色についても,N工 房は工夫を凝 らしていた。従来のカッチの絞 り染めは,赤 と黒,

白の三色のみであった。それが,フ ァッションとしての需要 と化学染料の発達のため

に,ヴ ァラエティーに富んだ色彩のものが染色 されるようになった。地域による色彩

の流行や好みもある。1998年 頃には,ア フマダーバー ドの消費者は,シ ョッキ ング

ピンクやスカイブルーなど鮮やかな色を好んだし,ム ンバイの消費者は,ベ ージュや

オリーブグリーンなどのシックな色 を好んだ。親方は,色 見本表帳を参考に しなが

ら,他 工房の出していない色を商品に しようと試みていた。(写真3)が 示す伝統的

な絞 り染めは,黒 地に赤色の絞 りであるが,(写 真4)の アレンジされている絞 り染

めは,鮮 やかな黄色 という従来は用いられていなかった色である。
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消 費 者 の欲 望 を か きた て る新 しい絞 り染 め商 品 の 開発 に は,す で に述 べ た デザ イ ン

とマ ー ケ テ ィ ング とい う2つ の 問題 が か らん で い る。 そ して,フ ァ ッシ ョ ン産業 に 関

わ っ て い る た め に,よ り この2つ の 問題 は複 雑 に な っ て お り,N工 房 に とっ て の 困難

と も な っ て い る。 フ ァ ッ シ ョ ンの マ ー ケ テ ィ ン グ は専 門 家 で も予 測 しが た い 。 しか

も,工 房 で デザ イ ンを担 当 して い る親 方 の妻 は,フ ァ ッシ ョ ンにつ い て専 門 的 な知 識

が な い 人で,彼 女 の情 報 源 は,工 房 にサ リー を買 い に来 る ブ ジ の 女 性 た ち との 会 話,

デ リー や他 の都 市 で 開催 され る手 工 芸 祭 で展 示 販 売 を行 う夫 か ら聞 く消 費者 の好 み に

つ い て の見 聞 で あ る。 あ る商 品が 消 費 者 の好 み に受 け入 れ られ て も,そ れ は一 時 的 な

こ とで,次 の シ ーズ ンに は飽 き られ て し ま う とい う こ とは,フ ァ ッシ ョ ンの世 界 で は

しば しば起 こる こ とで あ る。 筆 者 は,専 門 の デザ イ ン教 育 を受 け た デザ イ ナ ー の ほ う

が,必 ず し もカ トリー た ち よ り う ま くデザ イ ンで きる と考 え て い る わ け で は な い。 し

か し,フ ァ ッシ ョ ン とい う気 ま ぐれ な市 場 を相 手 にす る の は,カ トリー た ち に とっ て

も初 め て直 面 す る経 験 で あ り,困 難 が 予 測 され る。

新 しい デザ イ ンの絞 り染 め を作 っ て,そ れが 消 費者 の心 をつ か む こ とが で きれ ば成

功 で あ るが,マ ー ケ テ ィ ング を読 み誤 れ ば,多 大 な損 害 を被 る 。N工 房 の親 方 た ちが

直 面 して い る の は,こ の よ うな 問題 で あ り,他 の絞 り染 め業 従 事 者 た ち も同 じ問題 を

抱 え て い る28)。

6ア リ モ ハ マ ド の 例

6.1ア リ モ ハ マ ドの 来 歴

も う一 つ の事 例 は,手 工 芸 表 象 や職 人表 象 を巧 み に と り こん だ マ ー ケ テ ィ ング戦 略

を お こ な っ て 成 功 して い る ア リモ ハ マ ドの事 例 で あ る 。彼 の 特 長 は,生 産量 の 限定

(少産)に よっ て 希 少 価 値 を 高 め る こ と,作 風 の オ リ ジナ リ テ ィー の 強 調,ク ラ フ ツ

マ ンシ ップ や美 的価 値 な どの手 工 芸 に まつ わ る言 説 を セ ー ル ス トー ク に活 用 して い る

こ と,英 語 の 習 得 に よ って 外 国 人 研 究 者 や 外 国 人 バ イ ヤ ー と直 接 交 渉 す る こ とで あ

る。

ア リモ ハ マ ドは,1946年 ブ ジ生 まれ の52才(1998年 当 時)で,曾 祖 父 の代 か ら絞

り染 め を生 業 とす る 家 系 に生 ま れ た 。 父 を早 くに亡 く し,祖 父 の 兄 弟 の と ころ で,7

才 よ り絞 り染 め の技 術 を学 ん だ。

彼 の 転 機 は,1973年 に叔 父 の ダ ウ ドが カ ッチ の絞 り染 め 従 事 者 で は じめ て ナ シ ョ

ナ ル ・ア ワ ー ドを受 け た こ と で あ っ た 。1975年 に は,デ リー で 開 催 さ れ た 「女 性 の
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日」 の催 しに,ダ ウ ドの義 理 の妹 の ハザ ラバ イ と嫁 サ キ ナバ イが 招 待 され,絞 り染 め

の デ モ ンス トレー シ ョ ン を行 っ た。 そ の後,こ の 時 の デ モ ンス トレー シ ョ ンが きっ か

け とな っ て,ハ ザ ラバ イ とサ キ ナバ イ は翌1976年 にナ シ ョナ ル ・ア ワー ドを受 け た 。

ハ ザ ラ バ イ の息 子 で あ り,サ キ ナ バ イの夫 で あ る ア リモ ハ マ ドは,母 や妻 が デ リー に

招 待 され る と きに付 き添 っ て行 き,自 身 もデ リー の手 工 芸 の行 政 関係 者 や調 査 者,デ

ザ イ ナ ー と知 己 を得 る こ とに な り,海 外 で の手 工 芸 祭 へ の招 待 を受 け た り,有 名 な デ

ザ イナ ー の仕 事 を した り仕 事 の 幅 を広 げ る こ と に な っ た。1977年 か らは グ ジ ャ ラ ー

ト州 手 工 芸 協 会 の仕 事 もす る よ うに な っ た。

ア リモ ハ マ ドが,デ リー を 中心 とす る 人 脈 を得 た の は1970年 代 中 旬 で あ り,カ ッ

チ の 絞 り染 め 従 事 者 の な か で は最 も早 か っ た 。 そ の た め に,1980年 代 に や っ て くる

「エ ス ニ ッ ク ・シ ッ ク」 や,そ れ に 伴 う イ ン ドの伝 統 染 織 品 へ の再 評 価 にい ち早 く対

応 す る こ とが で きた の で あ る。

ア リモハ マ ドも,N工 房 の親 方 た ち の よ うに親 族 関係 に よっ て仕 事 上 の利 益 を得 て

い る 。彼 が絞 り染 め の仕 事 を学 ん だ の は,オ ジ た ち か らで あ る し,そ の オ ジが カ ッチ

の絞 り染 め生 産者 の な か か ら最 初 の ナ シ ョナ ル ・ア ワ ー ドに選 ば れ,そ の縁 で ア リモ

ハ マ ドの母 と妻 が ナ シ ョナ ル ・ア ワ ー ドを受 賞 した こ とが ,彼 を デ リー の人 脈 に近 づ

け た の で あ る 。 しか し,そ の後 は ア リモハ マ ド自身 の才 覚 で あ っ た。 彼 は,カ ッチ の

他 の カ トリー た ちが 誰 も行 っ て い な い よ うな戦 略 で,彼 独 自の市 場 を 開拓 した の で あ

る 。

1986年 に は,デ リー の 手 工 芸 博 物 館 で 絞 り染 め の デ モ ンス トレー シ ョ ン を行 い,

この 種 の デ モ ンス トレー シ ョ ンは そ の 後 頻 繁 に 行 っ た。1988年 に は東 京 の ラ フ ォー

レ ・ミュ ー ジ ア ム に招 待 され,1994年 に は シ ンガ ポ ー ル博 物 館 か ら招 待 され た 。

1995年 に は,ア フマ ダ ー バ ー ドの 国立 デザ イ ン研 究 所 に お い て デ モ ンス トレー シ ョ

ン をお こな っ た 。 そ の 時 に知 己 を得 た ア メ リカ 人 の研 究 者 と共 同 で,植 物 染 料 に よる

絞 り染 め の染 色 を試 み る よ うに な り,そ れが ア リモ ハ マ ドの絞 り染 め の商 品価 値 を よ

り高 め る こ とに な っ た。1997年 に は ア フ マ ダ ーバ ー ドで 行 わ れ た 国 際 絞 り シ ン ポ ジ

ウム29)に 招 待 さ れ た。 ま た,1998年 に は フ ァ ッシ ョ ン ・デ ザ イ ナ ー の リ トゥ ・ク マ ー

ル か ら ミス ・フ ェ ミナ ・コ ンテ ス トの 舞 台 衣 装 の 注 文 を受 け た。1999年 に は ア イ ル

ラ ン ドの博 物 館 よ り招 待 され た。

6.2ア リ モ ハ マ ドの 戦 略

ア リモハ マ ドは,他 の職 入 の持 た な い言 説 上 の戦 略 を持 っ て い る。 まず,彼 は 自分
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だ け の オ リジ ナ ル な デザ イ ンを作 る,と い う こ とに意 識 的 で あ り,そ の こ とを常 に 自

分 の顧 客 に対 して言 葉 に よっ て示 そ う とす る。 また,オ リジ ナ ル な デザ イ ン とい うこ

とに付 随 して,同 じ物 を大 量 に作 らず,一 点 一 点 異 な る もの を制 作 す る,と い うこ と

も彼 に よっ て強 調 され る。 例 え ば,あ る 時筆 者 が 工 房 で ア リモ ハ マ ドの絞 り染 め を見

な が ら,よ く似 た二 つ の デ ザ イ ンの もの を見 て い て,「 二 つ は 同 じデ ザ イ ンだ 」 と何

気 な く言 う と彼 は,

こち らには4本 のラインがあるで しょう。 こち らのは,2本 しかラインが ない。二つ は似 て

いるけ ど,違 うのです。私 は,一 枚一枚違 う作 品を作 っているのです。

と,絞 り染 め を広 げ て説 明 した。 他 の工 房 で は,ひ とつ の型 紙 で何 枚 も同 じデザ イ

ンの絞 り染 め を作 るが,彼 の工 房 で は,一 つ の型 紙 か ら一 枚 の絞 り染 め しか生 産 して

い な い こ とを 強調 した の で あ る。 ま た別 の絞 り染 め を広 げ て,ア リモハ マ ドは次 の よ

うに言 っ た。

このデザイ ンは,ダ ブル ・ドッ トとい って,私 が1988年 に作 った ものです。誰 もこのデザ

イ ンは コピーす る ことはで きない。たい てい私 の作 ったデザ インは,み んなが コピー した

が るのだが。 これだけは誰 もコ ピー していないのです。

つ ま り,こ の デザ イ ンは手 間が か か る ため に,他 の 工 房 が まね を しない もの で あ り,

同 時 に,彼 の デザ イ ンは他 工 房 か らの模 倣 に さ ら され て い る こ とを述 べ て い る。

ア リモ ハ マ ドの も うひ とつ の戦 略 は,「 伝 統 」 や 「職 人 」 とい う言 葉 を用 い て,彼

自身 の作 る絞 り染 め を説 明す る こ とで あ る。 ア リモ ハ マ ドは,絞 り染 め を伝 統 工 芸 と

捉 え て語 る。 筆 者 が 出会 っ た数 多 い絞 り染 め生 産者 の 中 で,伝 統 工 芸 とい う用 語 を近

代 西 洋 的 な意 味 と文 脈 で用 い た の は ア リモ ハ マ ドた だ一 人 で あ っ た。

ア リモハ マ ドは,第2章 に お い て論 じた よ うな,イ ン ドの植 民 地 時代 か ら近 代 化 の

な か で歴 史 的 に構 築 され た 「手 工 芸 」 とい う用 語 の正 統 的継 承 者 で あ る。 ク ー マ ラス

ワ ー ミー らに よっ て作 られ た イ ン ドの 「手 工 芸 」 は,多 分 に ロ マ ンテ ィシ ズ ム に満 ち

た意 味 を付 与 され た もの で あ り,同 時 に オ リエ ンタ リズ ム 的 で もあ る。 つ ま り,近 代

的 な分 業 に よる 産業 的 な生 産 とは全 く異 な る,一 人 の職 人 が 一 つ の物 を最 後 まで手 仕

事 に よっ て作 り終 え る よ うな,職 人 の魂 が 込 め られ た よ うな作 られ方 に よっ て生 産 さ

れ た物 と して 「手 工 芸 」 は 想 定 さ れ て い る。 「手 工 芸 」 は ま た,社 会 の 有 機 的 な一 部

を構 成 し,牧 歌 的 な農 村 の風 景 に な くて は な らな い物,イ ン ドの伝 統 の 中心 的存 在 で

あ り,文 化 の象 徴 で もあ る よ うな物 と して記 され て い る。
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「手 工 芸 」 とい う言 葉 は,行 政 用 語 と して カ トリー た ちの 問 で一 般 に 用 い られ て い

る 。 しか し,カ トリー た ち の そ の言 葉 の使 い方 は,単 に経 済 的助 成 を行 う イ ン ド政 府

や州 政 府 の行 政 の一 部 署 の名 称 と して指 し示 して い る だ け で あ り,そ こに は ク ー マ ラ

ス ワ ー ミーが 思 い入 れ を込 め て語 っ た よ うな手 工 芸 表 象 は み られ な い。

また ア リモハ マ ドは,ク ー マ ラ ス ワ ー ミーが 示 した よ うな職 人像 を戦 略 的 に活 用 し

て い る。 「職 人 」 と訳 さ れ る言 葉 に は,二 つ あ る。 ひ とつ は英 語 の ア ー テ ィザ ン,あ

る い は ク ラ フ トパ ー ソ ン とい う言 葉 で,ク ー マ ラ ス ワ ー ミー の言 説 が 多 分 に 反 映 した

言 葉 で あ る 。 ア ー テ ィザ ンや ク ラ フ トパ ー ソ ン とい う言 葉 は,行 政 用 語 と して定 着 し

て い る が,ク ー マ ラ ス ワ ー ミー の意 図 した意 味 は,ク ラ フッ マ ンシ ップ,つ ま り作 り

手 の 誇 りや 矛今持 を示 す 言 葉 で あ り,物 を 作 る 人 々 に対 す る敬 意 を 込 め た言 葉 で あ っ

た 。

も う一 つ の 「職 人」 は,カ ッチ ー語 の カ ー リー ガ ル で,こ の言 葉 は親 方 とい う言 葉

(セ ー ト)と 対 比 的 に用 い られ,独 立 した 工 房 の経 営 者 で あ る親 方 と違 って,親 方 の

元 で雇 わ れ て働 く人,と い う意 味 が あ る。

ア リモ ハ マ ドもN工 房 の ア ブ ド ゥラ ー も,自 分 が カ ー リー ガ ル だ とは 言 わ な い 。

二 人 と も親 方 だ か らだ 。 しか し,一 方 で ア リモ ハ マ ドは 自分 が ア ー テ ィザ ンだ と語

り,ア ブ ドウラ ー は 自分 が ビジ ネ ス マ ンだ と語 っ て ア ー テ ィザ ンだ とは語 らな い。 こ

こに二 人 の言 説 上 の戦 略 の違 いが 現 れ て い る。 ビジ ネ ス マ ン とい う言 葉 に示 され る商

人 は,カ ッチ あ る い は グ ジ ャラ ー ト社 会 で は,社 会 的地 位 の高 さを示 す 。 誰 か に雇 わ

れ て 働 くカ ー リ ー ガ ル で な く 自分 の工 房 や 店 を持 っ た 主 で あ る とい う こ とだ 。 ア ブ

ドゥラ ー が,自 分 は ビジ ネ ス マ ンで あ る と言 う時 に,そ れが 発 せ られ る相 手 は 自分 の

顧 客 で あ り,カ ッチ を含 む グ ジ ャラ ー トの 人 々 で あ る。

一 方 で
,ア リモハ マ ドが,自 分 は ア ー テ ィザ ンで あ る と言 う と きに は,発 せ られ る

相 手 は外 国 人 や 都 市 在 住 の知 識 人 で あ る。 ク ー マ ラ ス ワ ー ミー 的 な 手 工 芸 の 文 脈 で

は,単 な る製 品 を販 売 す る商 人 よ り も,実 際 に手 を動 か して もの を作 る ア ー テ ィザ ン

の ほ うが価 値 が 高 い。 そ して,ア リモ ハ マ ドが 顧 客 に して い る外 国人 や デ リー の知 識

人 は,ビ ジ ネ ス マ ンが 作 る手 工 芸 品 よ り も,ア ー テ ィザ ンの作 る手 工 芸 品 の ほ うに よ

り高 い価 値 をお く とい う こ とを,ア リモ ハ マ ドは よ く認 識 して い る の で あ る。

実 際 に は ア リモハ マ ドは,ほ か の工 房 の よ うに分 業 を行 っ て お り,絞 り工 程 の一 部

を職 人 に任 せ て い る。 しか し,彼 は 自分 が 職 人(ア ー テ ィザ ン)だ と主 張 す る こ とで,

親 方 の もつ ビジ ネ ス マ ン的色 合 い を捨 象 し,自 分 自身が 作 り手 で あ り作 品 の オ リジ ナ

リテ ィー の帰 属 が 自分 で あ る こ とを 強調 して い る の で あ る。
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海外での手工芸やファッションの状況を観察 したり,ま た海外のバイヤーたちと交

渉 したりする中で,ア リモハマ ドは独特の戦略を培ったのであろう。そのような経験

のなかから,ア リモハマ ドは,欧 米や日本における手工芸のありかた,職 人のあり方

を知ったり,自 らの作品の解説の しかたを学んだ りしてきたのであろうと考えられ

る。アリモハマ ドは,他 のカ トリーにはないことだが,英 語 も堪能であり,英 語を駆

使 して自分の作る絞 り染めについて的確に説明をすることができるし,ま た自分の作

品を説明することに時間を惜 しまない。一枚の作品を広げて,半 時間でも一時間でも

説明をする。作品の背景や特徴,意 味などを蕩々と語る。

一方で
,他 工房では,絞 り染めは見せて売るものであって,語 りによって売るもの

ではない。 ダンダ ・バザールの絞 り染め店にはいって,客 が好みを伝えると,店 員は

黙って次々とサ リーを広げてくれる。そこでは,サ リーは作品ではなく,他 のサ リー

と代替可能な商品にす ぎない。 したがって,質 の良 さの強調や値段交渉についての話

は店員 と客 との聞で交わされても,特 定のサ リーについての背景や意味,制 作の苦労

などは語るべ き内容ではない。また,ア リモハマ ドのように流ちょうな英語の話せる

カ トリーは少なく,外 国人に直接セールス トークをすることのできる親方はほとんど

いない。

「伝統」とオリジナルな制作に比重を置 くことの延長に,彼 の様kな 試みがある。

日本の絞 り染めの技術を応用 したデザインも,そ の試みの一つである。 また,植 物染

料 による染色 もそうである。彼 は自分の試みに対 して,オ リジナルであると位置づ

け,そ のために高い代価を顧客に要求する。彼の主商品である ドゥバ ッターは,一 枚

2,500ル ピー以上で,N工 房による同種の商品の二倍以上の価格である。アリモハマ

ドは,ロ ーカルな伝統工芸を好む外国人や都市の消費者にとって,好 ましい 「職人」

像を提示 してくれる生産者であるといえる。

7結 論

絞 り染め生産者が新 しい需要をたくみにつ くりあげ,市 場を開拓 していったことの

背景 には,「手工芸」という領域の誕生と関わりの大 きいことが明らかになった。イ

ンド政府やグジャラー ト州政府による手工芸助成があり,そ れをカ トリー自身が積極

的に活用 した。「手工芸」は,イ ンド国家にとって独立運動の歴史 と結びついたもの

で,国 民文化 としての位置づけをもっていた。1970年 代には,イ ン ドの手工芸は雇

用の確保 という経済的な要因や,伝 統文化の保存 とい う要因で振興の対象になった
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が,1980年 代には,手 工芸はファッションという文脈で消費者の注 目を集めるよう

になってゆき,絞 り染め需要は拡大 していった。このように,絞 り染めを 「手工芸」

という文脈におくことによって初めて,従 来のローカルな需要を超えた新 しい需要に

応えた商品開発が可能になったのである。

それにも関わらず,絞 り染め業に従事するカ トリーたちは,「手工芸」という概念

を,国 民文化 との関わ りでの自己表象 としては認識せず,手 工芸振興 を単に生業に

とって利用可能な資源 としてみなしている。

ブジの工房同士は,互 いに秘密主義があり,職 人や仲介者,取 引先,出 荷量などの

情報 を互いにやりとりすることはない。 しかし秘密にするということは,互 いの工房

の生産方法や戦略についての探 りあいもあるということである。ナショナル ・アワー

ドの受賞が,金 銭的な利益だけでなく,官 僚や博物館関係者などの人脈,そ れに付随

する新 しい取引先 をもたらしたことを知ったカ トリーたちは,競 うようにしてナショ

ナル ・アワー ドに応募するようになった。 また,展 覧会への参加 も,ほ ぼすべての工

房が利用 している助成である。 この点で,ア リモハマ ドに代表 されるような,手 工芸

振興 を積極的に活用 した絞 り染め業者が,ブ ジの他の絞 り染め工房に影響 を与えて

いったということができる。N工 房のアブ ドゥラーは,ア リモハマ ドのような絞 り染

め業者たちが開拓 した手工芸振興の利用の恩恵をうけた工房であるといえる。

しかし重要なことは,手 工芸振興の利用は,そ れぞれの生産上の戦略にとっての資

源の一つに過 ぎないということである。各工房のもつ資源はさまざまである。資金力

に加えて,親 族や姻族関係,出 身地 とのつなが り,技 術に優れた職人を抱えているこ

と,デ ザインなど,各 工房は持てる資源を活用 して,ど のような生産品をどの くらい,

どの取引先のために生産するのか という計画 を立てる。そ してその戦略は,工 房に

よって異なる。

アブ ドゥラーが持っている資源は,伝 統的な文様の知識 と,そ れを作ることのでき

る職人たちである。アブ ドゥラーは,出 身地であるアブラーサー地方の村から,伝 統

的な文様に卓越 した腕のよい絞 り職人を集めることができている。また彼が,フ ァッ

ション用のサリーのデザインの源泉 としている伝統的な文様に精通 しているのは,彼

の父親やオジたちが,も ともとはボンベイやジャームナガルの工房で生産されていた

繊細で豪奢な絞 り染めの職人であったからである。 このような資源のうえで,手 工芸

助成 を利用 したことで,ア ブ ドゥラーとハルーンは商品の転換に成功 したのである。

一方でアリモハマ ドは
,オ ジや母親 妻のナショナル ・アワー ド受賞をきっかけと

して,自 分 自身もデリーの手工芸関係の官僚 とコネクションを得たことが成功の始ま
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りであった。 きっかけは親族関係に依拠する人間関係であっても,そ の後の彼の戦略

は,独 創的なものであった。アリモハマ ドは,イ ンドの他の都市からやってきた知識

人や外国人の求める 「職人」像や 「手工芸」表象を戦略 として用いることで,外 国人

やファッション ・デザイナーといった特殊で限定的な顧客を持つ ことができたのであ

る。彼の戦略は,あ る種のオリエ ンタリズムを逆手にとったものであるともいえる。

しかし注意すべ きは,ア リモハマ ドのような事例はほかになく,彼 は絞 り染め工房の

親方 としては特殊な存在であるということである。

「手工芸」は,近 代のインド国家の成立の過程で成立 した一つの領域である。この

点で,イ ンドの 「手工芸」は,単 に様々な手仕事による生産物を総合 した総称ではな

く,国 家の歴史を背景にした国民文化 としての意味を持ち,生 産者を 「手工芸」 とい

う言葉 と結びつけることで国家文化の担い手 という場所 に位置づける。 しか し一方

で,「手工芸」はカ トリーたちによっては単に資源 として利用可能な対象として見 ら

れているだけであって,イ ンディヘナの画家たちが 「交渉」の対象 としている 「絵

画」のような,外 部世界のヘゲモニ ックで強力な言説 として現れて くるわけではな

いo

N工 房 とアリモハマ ドとは,自 分の持っている資源や知識を効果的に活用 して,そ

れぞれのやり方で新 しい需要の開拓に進んでいったことが分かる。絞 り染め業者たち

は,ブ ジに集 まって染色業を営んでおり,そ のことで利益 も得ているが,彼 らの間に

は産地 としてまとまる意識がない。互いの工房の戦略を 「盗み見る」ことはあって

も,そ れを共有化 しようとする動 きはみられない。N工 房やアリモハマ ドが得た,変

化への対応への知恵や知識は,産 地全体に還元 されているとは言えない。このように

戦略や知識が産地内で共有化 されないのは,ブ ジのカ トリーが 「カース トの職業」 と

して絞 り染め業を占有 しており,か つ生産から販売 までを支配 していることで,こ の

業種に参入しようとする他の人々や,販 売を支配 して搾取 しようとする人々を現在の

ところまでは排除しているからである。

ブジの絞 り染め工房は,産 地 としてまとまって変化に対応 したのではなく,個 々の

工房の親方が,そ れぞれの才覚で乗 り切って きたということができる。そこには,

個々の絞 り染め業者の時代をよむ先見性,ビ ジネスマンとしての計算,そ の時々の政

府の施策の活用があり,伝 統的な染色業に携わる 「職人」 という国家によってつ くら

れた牧歌的なイメージとはほど遠い,し たたかな個人の姿が現れてくる。

さらに現在では,政 府に加えて,非 政府組織が手工芸振興の担い手になってお り,

カ トリーたちの活用できるチャンネルが増えたといえる30)。また,ブ ジ近郊を震源地
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と した2001年1月 の イ ン ド西 部 地 震 の 後 に は,政 府,非 政 府 双 方 の担 う手 工 芸 助 成

が拡 大 した 。 カ トリー た ちが,こ の機 会 を どの よ うに利 用 して新 た な戦 略 を練 り直 し

て い くか,さ らな る調 査 を行 う予 定 で あ る。

附 記

本稿 の もととなった調査 は,日 本 学術 振興会科学研 究費の助成 に よる。 国立民族 学博 物館地

域研 究企画交流 セ ンター共 同研 究会 「アジア染織 業の総合 的研 究」(代 表 押川 文子教 授),国

際 日本 文化研 究所 共同研究会 「京都 を中心 とした伝統工芸 の過去,現 在,未 来」(代 表 稲賀繁

美助教 授),生 活美 学研 究会(代 表 吉 田正岳教授)の それぞ れにおいて発表 させ ていた だ き,

参加者 か ら有益 な コメン トを戴 いた。 また,カ ッチにおいて調査 に協 力 して くだ さった全 ての

方 に も感謝 を記 したい。

注

1)「 伝 統 的 な 」 染 織 業 とは,そ の伝 統 自体 が,近 代 的 な競 争 や 技 術 や 物 流 の な か で つ く りあ

げ られ て きた もの で あ る(関 本2000:272)。

2)2001年1月26日 の グ ジ ャ ラ ー ト西 部 大 地 震 に よ っ て,ブ ジ の 旧 市 街 の8割 は倒 壊 した。

本 稿 の も とに な っ た調 査 は,震 災前 の1998年 か ら2000年 に か け て行 わ れ た。

3)歴 史 的 に 海 路 に よ る交 易 が 盛 んで,19世 紀 に は ヒ ン ドゥー教 徒 や ム ス リム の 商 人 た ちが,

東 ア フ リ カ,ア ラ ブ と も交 易 を行 っ て い た し,ま た ボ ン ベ イ に 支 店 を設 け た り して い た

(Patell971:290;富 永1994:428-436,2001:77-83)。

4)生 産 形 態 に つ い て は,(金 谷2005a)を 参 照 。

5)チ ュ ンダ リー に つ い て は,(金 谷2002,2005b)を 参 照 。

6)こ の よ う な研 究 の 背 景 に は,非 西 洋 社 会 の手 工 芸 や ア ー トは,ロ ー カ ル な 文 脈 を越 え て,

西 洋 社 会 に お い て商 業 的 な価 値 を持 つ よ うに な っ た こ とが あ る。 ア ー ト ・文 化 シス テ ム と い

う制 度 内 で ア ー トが どの よ う に構 築 され た か を 論 じた,ア ー トを構 築 主 義 的 に捉 え る研 究

[Cliffordl988:215-252],西 洋 に お い て 非 西 洋 の 造 形 物 が どの よ うに 流 通 して い るか とい う

こ とに焦 点 を 当 て た研 究[MarcusandMyers1995]な どが あ る。

7)ク ー マ ラ ス ワ ー ミー は,1877年 に セ イ ロ ン(現 在 の ス リ ラ ン カ)人 の 父 と イ ギ リス 人 の

母 の 問 に生 ま れ た 。 父 親 が 幼 少 に 亡 くな っ た た め,母 の元 で イ ギ リス に 育 ち,1906年 に ロ

ン ドン大 学 で地 質学 の博 士 とな っ た。 地 質学 者 と して大 英 帝 国 の植 民 地 下 の故 郷 セ イ ロ ン に

調 査 に赴 き,そ こ で 初 め て セ イ ロ ンの 手 工 芸 と美 術 に 出 会 っ た こ とが き っ か け とな っ て,

1908年 に 最 初 の 重 要 な 本 で あ る 「中 世 シ ン ハ ラ 芸 術 』(MediaevalSinhaleseArt)を 記 す

[Lipseyl977:7-39]。 イ ギ リス で は ア ー ツ ・ア ン ド ・ク ラ フ ツ運 動 に参 加 し,1916年 か ら ボ

ス トン美 術 館 の ア ジ ア部 門 の キ ュ レー タ ー とな り,ア メ リカ に お け る ア ジ ア美 術 研 究 の基 礎

を つ くっ た人 物 で もあ る。

8)手 工 芸 の 分 野 は具 体 的 に政 策 上 どの よ う な計 画 の も と に実 践 さ れ て い っ た の で あ ろ う か。

イ ン ドの 経 済 計 画 は,1948年 産業 政 策 改 革(IndustrialPolicyResolution)は,イ ン ドの 最 も

早 い 時 期 の産 業 政 策 で あ る 。 こ こで 小 規 模 セ ク タ ー(small-scalesector)の 国家 の経 済 に お

け る重 要 な役 割 が 指 摘 され て い る。 こ こで 主 に 議論 さ れ た こ と は,大 規 模 産 業 の 開 発 よ り

も,小 規 模 産業 の方 が 雇 用 者 一 人 に か か る資 金 は少 な く済 み,か つ 雇 用 機 会 を増 や し,国 家

の収 入 を よ り多 くの 人 に分 割 す る こ とが で きる とい うこ とで あ っ た。 そ の た め に,で きる だ

け こ の セ ク タ ー に 国家 予 算 を ま わす こ とが 重 要 で あ る と論 じ られ た。 しか し,こ の案 件 は 第

1次 経 済 五 力年 計 画(FirstFiveYearPlan,1951-56年)に は盛 り込 ま れ な か っ た(Surtil995:

20)。 第2次 経 済 五 力 年 計 画(1956-1961年)に お い て,小 規 模 セ ク タ ー の 重 要 性 は 採 り上
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げ られ た(Surtil995:20;PlanningCommissionl955)。1977年 に政 権 が 会 議 派 か らJanata党

の政 府 に 代 わ り,「 小 産 業 で生 産 で き る 限 りの もの は,必 ず 小 産 業 で生 産 させ る こ と」 とい

う理 念 の も と に,村 落 と小 規 模 セ ク ター(VillageandSmallScaleSector)が 拡 大 す る。1980

年 に 再 び 会 議 派 政府 に な る と,Janata党 政 府 の 政 策 で 決 め られ た こ とは 中断 して し ま うが,

第6次 経 済5力 年 計画(1980-85年)で は,村 落 と小規 模 セ ク タ ー で の,技 術 の発 展 と拡 大,

原材 料 の ス トック,職 人 へ の制 度 的 な資 金 提 供,と くに優 れ た生 産物 を保 護 す る,政 府 に よ

る 買 い上 げ な どが 盛 り込 ま れ た。 第7次 経 済五 力年 計 画(1985-90年)で は,国 家 の ク ラ フ

ッ マ ンシ ップ と芸 術 遺 産 の保 存,雇 用 機 会 の存 続 と雇 用 の創 出,職 人 の収 入 水 準 を上 げ る こ

と,地 方 の技 術 と資源 を用 い て恒 常 的 な もの とサ ー ビス の提 供 が で きる よ う にす る こ と,労

働 環 境 の 改 善,福 祉,雇 用 の 保 障 な どが 盛 り込 まれ た 。 第8次 経 済 五 力年(1990-95年)で

は,今 世 紀 末 まで に雇 用 を100パ ー セ ン トにす る こ と を掲 げ,手 織 り と村 落 産 業 セ ク タ ー,

手 工 芸 セ ク ター は農 村 の非 農 業 従 事 者 の雇 用 機 会 を増 やす セ ク ター と して,雇 用 機 会 の拡 大

を め ざ した 。 ま た,手 工 芸 セ ク ター か らの 輸 出 収 入 の 重 要 性 も も りこ まれ た(Surtil995:

zi)0

9)カ マ ラデ ー ヴ ィ ー ・チ ャ ッ トパ デ ィヤ イ ー は1903年 に カ ンナ ダ州 マ ン ガ ロ ー ル 生 ま れ。

ガ ンデ ィー と と もに独 立 運 動 を戦 い,何 度 も投 獄 さ れ る。AllIndiaWomen'sConferenceに お

い て 女 性 の権 利 運 動 の推 進 者 で もあ っ た 。 独 立 後 は 政 治 か ら身 を引 き,避 難 民 共 同 体 の 設

立,手 工 芸 振 興,演 劇 復興 運 動 を推 進 。1952-72年 までAllIndiaHandicraftBoardの 委 員 長 。

1977年,手 工 芸 復 興 に貢 献 した た め にユ ネ ス コ か ら受 賞 を う け る。1988年 に亡 くな る。

10)そ れ まで 年 間5万 ル ピ ー で あ っ た の が,3年 の う ち に100万 ル ピ ー を超 え,じ き に1500

万 ル ピー を越 え た 。(1997-1998年 現 在 で は,手 工 芸 の輸 出 だ け で 年 間3880億 ル ピ ー に相 当

す る 。1ル ピー=約3円)(Narasimhanl999:73)。

11)中 央 家 内 産 業 エ ンポ リ ウ ム は,1969年 に カ ル カ ッ タ,1970年 代 にム ンバ イ ー,1980年 代

にバ ン ガ ロ ー ル,1994年 に ハ イ デ ラバ ー ド,1995年 に チ ェ ン ナ イ ー に そ れ ぞ れ 開 店 した。

デ リ ー の エ ン ポ リ ウ ム は,1995年 に ジ ャ ン パ トを は さ ん で,新 し い 建 物JawaharVyapar

Bhawanに 移 った 。 現 在 で もイ ン ド全 国 の 手 工 芸 品 を扱 うセ ン タ ー と して,地 元 の 買 い 物 客

や観 光 客 を集 め て い る(Nat1997)。

12)AIHBは,最 初 はMinistryofCommerceandlndustryの も と に あ り,1955年 にMinistryof

Productionに うつ っ た 。 そ の 後MinistryofTextileの 管 轄 に な っ た 。

13)そ の 後,イ ン ド全 国 のCraftsCouncilを 組 織 した 。 優 れ た 職 人 を 表 彰 す るVishvakarma

Awardを 設 け た。 現 在 で は,KamaladeviAwardと 呼 ば れ て い る 。

14)デ ザ イ ンセ ン ター の 設 置 は1956年 か ら は じま り,の ち にWeaversServiceCentreと 改 称 す

る。 デザ イ ンや織 り,染 色 技 術 の 開発 とそ の成 果 を染 織 従 事 者 に提 供 す る こ とが 目的 の セ ン

タ ー で あ る 。 現 在 全 国 に21の セ ン ター が あ る。 グ ジ ャ ラ ー トに は ア フ マ ダ ー バ ー ドに設 置

され て い る[NationalHandloomDevelopmentCorporationLtd.]。

15)プ プ ル ・ジ ャ ヤ カ ル(1915-1997)は,1968年 か ら77年 ま で 手 工 芸 手 織 輸 出 組 合

(HandicraftsandHandloomsExportCorporationoflndiaLtd.(HHEC))の 議 長 で あ っ た。 そ の後,

AllIndiaHandicraftsBoard,CentralCotageIndustryCorporationのchairpersonを 歴 任 した。 イ ン

デ ィ ラ ・ガ ンデ ィ ー の親 しい友 人 で もあ り,ビ ハ ー ル州 マ ドゥバ ニ ー地 方 の民 画 の発 見者 と

して も知 られ る。 地 震 の被 災 地 を視 察 に訪 れ た プ プ ル ・ジ ャ ヤ カ ルが 倒 壊 した家 屋 の 内部 の

壁 に 描 か れ た民 画 を 見 つ け,女 性 た ち に 紙 に描 く よ う に支 援 した(Menezesl997)。 現 在 マ

ドゥバ ニ ー画(ミ テ ィ ラ ー画 と も呼 ば れ る)は,海 外 に ま で知 られ て い る(Jainl997)。

16)手 織 り産 業 と手 工 芸 産 業 は分 割 さ れ,別 々 の行 政 機 関 に よ っ て担 わ れ る こ とに な っ た。 手

織 り産業 も,イ ン ドの手 工 芸 振 興 に とっ て は重 要 で あ るが,絞 り染 め は手 工 芸 産業 の管 轄 で

扱 わ れ て い た た め,こ こ で は手 工 芸 産 業 の分 野 につ い て の み言 及 す る。 手 織 り産業 を推 進 し

たKadhiandvillageindustriesやKadhivawanに つ い て は(Mehta1991)な ど を参 照 。

17)イ ン ドの職 人 研 究 に は,(Wiser1969;FisherandShah1970:Miller1985;Surti1995;鹿 野

1977,1987,1991,1992,1995)な ど。

18)当 時 の話 は,バ ス ィー ンの イ ンタ ビ ュ ー を主 に元 に して い る。 他 に イ ンタ ビ ュ ー を した の

は,1981年 か ら1991年 まで,グ ジ ャ ラ ー ト手 工 芸 公 社 の カ ッチ の 責 任 者(役 職 は,head

director)で あ っ たVijaylaxmiKotak,1978年 か ら1980年 まで グ ジ ャ ラ ー ト州 手 工 芸 公 社 で

デザ イ ンを担 当 して い たJayaJaitly,国 立 デ ザ イ ン研 究 所(NID)に 在 学 中 に1975年,1976

年 に カ ッチ で 行 わ れ た グ ジ ャ ラ ー ト州 手 工 芸 公 社 とNIDの 共 同 プ ロジ ェ ク トに参 加 して い

たArchnaShahで あ る。 ま た,当 時 手 工 芸 公 社 と仕 事 を して い た ア リモ ハ マ ド ・イシ ャ ・カ
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トリー,ジ ャ カ リヤ ・ウマ ー ル ・カ トリー,イ ス マ イ ル ・シ デ ィ ック ・カ トリー に も話 を き

い た。

19)一 例 と して,ア バ とい う カ トリー の 伝 統 的 な花 嫁 衣 装 で1950年 代 半 ば に は生 産 され な く

な っ て い た もの を,1978年 に復 活 させ た。

20)ド ゥバ ッ ター は,イ ン ド都 市 部 の若 い女 性 の 問 で一 般 的 に な っ て い たス ル ワ ー ル ・カ ミー

ズ と呼 ば れ る衣 服 に あ わせ て着 用 さ れ る。 ス ル ワ ー ル ・カ ミー ズ は,ゆ っ た り した上 衣 に ズ

ボ ンの組 み合 わせ で あ る。

21)NIFTは,現 在 デ リー の他,バ ンガ ロ ー ル,チ ェ ンナ イ,ガ ンデ イナ ガ ー ル,ハ イ デ ラバ ー

ド,カ ル コ タ,ム ンバ イ ー に あ る。

22)イ ン ドの 手 工 芸 品 の 輸 出 は 増 加 して い る。1961/62年 に2,163万USド ル で あ っ た 輸 出 量

が,1992/93年 に は9億2,572万USド ル にな って い る(TanejaandSharma1995:96-97)。

23)(金 谷2002,2005b)

24)イ ン ドの フ ァ ッシ ョ ンにつ い て は,(杉 本2002,2003)も 参 照 。

25)1994年 にDelhiTourismandTransportationDevelopmentCorporationandNDMCの ジ ョイ ン ト

プ ロ ジ ェ ク トと して,DevelopmentofCommissionerforHandicraftsandHandloomsの 後 援 を う

け て は じ ま っ た も の で,デ リー 南 部 の商 業 地 区 に あ る。 一 度 に100人 の 職 人 が15日 間 に

渡 っ て 出店 で き る設 備 を持 つ 。 出 店 料 は 一 日一 店舗50ル ピー か75ル ピー,展 示 ホ ー ル は

2,000ル ピー で あ る。 客 は,入 場 料5ル ピー を払 っ て は い る 。 内 部 に は,手 工 芸 の 店 だ け で

な く,イ ン ド各 地 の 伝 統 料 理 が 食 べ られ る フ ー ドプ ラ ザ や 野 外 ス テ ー ジ も備 え られ てい る。

年 間 を通 して特 別 展 も企 画 さ れ て い る(DilliHaat)。

26)30代 男 性 の 国 家 公 務 員 の 月 給 は,5,000ル ピ ー か ら6,000ル ピー,国 立 大 学 の 教授 ク ラ ス

の 月給 は10,000ル ピ ー で あ っ た。

27)N工 房 が 用 いて い る伝 統 的 な文 様 につ い て は(金 谷2002)を 参 照 の こ と。 バ ー ル ・バ ー ト,

ア ンバ ダ ル,チ ャ ン ドロ カ ニ ー,シ カ ー リー,ジ ャ リー ・チ ョー キ ー,ラ ス ・マ ンダ ー ラ ー,

カ ブ ー タ ル ・カ ー ヌ,ガ ル チ ョー ラ ー で あ る。

28)ハ ル ー ンは,こ れ か らの絞 り染 め制 作 に とっ て の デザ イ ン とマ ー ケ テ ィ ング の重 要 性 を よ

く認 識 して い た。 長 男 をNIFT(国 立 フ ァ ッシ ョン技 術 研 究 所)に 進 学 させ よ う と考 え たが,

学 費 が 高 額 す ぎる の で 断念 した 。NIFTの4年 間 の学 費 は,寮 費 を含 め て約40万 ル ピ ー に な

り,ハ ル ー ンの年 収 の約4倍 に あ た る(nift2004)。

29)世 界 絞 り ネ ッ トワ ー ク(WorldShiboriNetwork)は,絞 り染 め の伝 統 を 保 存,維 持 す る た

め に1992年 に組 織 され た グ ル ー プ で,名 古 屋 の絞 り産 地 で あ る有 松 が 拠 点 で あ る。 隔 年 で

国 際 絞 り シ ン ポ ジ ウ ム が 開 か れ,1997年 に は イ ン ドの ア フ マ ダ ー バ ー ドで 開 催 さ れ た

(WorldShiboriNetwork1996)0

30)Dastkar,SEWA,Surjan,KMVS,KalaRakshaな どのNGOが 手 工 芸 の分 野 で活 動 して い る。
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